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システム概要 

 

本プログラムは、Microsoft Windows 95／98／NT4.0 上で稼働する土量計算・移動計算システム

です。 

本プログラムは大きく【土量計算モード】と【移動計算モード】に分かれております。 

 

【土量計算モード】では路線のデータ入力と「土量計算表」・「土量集計表」・「土積計算表」

などの各計算表の出力、マスカーブの作成を行います。 

各断面の面積・長さの入力は、座標読み取り装置（デジタイザ、プラニメータ、タブレットなど）

から図面を読み取るか、それぞれの値があらかじめ分かっている場合は数値の手入力が可能です。

また、各項目の値は２つの値を入力する事が可能ですので、計画の変更などに対応することが可

能です。 

 

【移動計算モード】では、【土量計算モード】で入力した路線データから、土量移動作業を行いま

す。計算された内容に関しては、『移動計算表』『移動集計表』『（平衡線付きの）移動マスカー

ブ』に出力することが可能です。 

移動計算はプログラムによる『土量移動処理（自動）』の他に、任意の土量移動を行う『土量移動処

理(手動)』、特定の区間内でのみ土量を移動させる『移動不能境界』を設定することも可能です。 

 

出力はプリンタ（マスカーブはプロッタも可能）への出力の他に、プレビュー表示、テキス

トファイル（マスカーブはＤＸＦ）への出力も可能です。 
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動作環境 

 

 本プログラムは、下記のような機器構成のもとで稼働します。それ以外

の機器には原則として対応していません。ただし対象以外の機器について

も、技術的に可能な範囲内において、プログラムの仕様追加の形で有償に

て対処します。 

 
ＣＰＵ 
 Windows 95／98 または、Windows NT Version4.0（以下 Windows NT4.0）が動作可能な

コンピュータ(Pentium を推奨)  

 

ＯＳ 
Windows 95／98 または、Windows NT4.0 

(Windows NT では Service Pack 3 以上がインストールされた環境を必要とします。 

Service Pack はインターネットの以下のページから入手出来ます 

http://www.microsoft.com/japan/） 

 

ハードディスクの空き容量 

１５ＭＢ以上（データを保存する場合更に相当分の空き容量を必要とします） 

 

モニタ 

 640×480 ドット以上(1024×768 ドットを推奨) 

 

マウス 

必須(Windows 95／98 または、Windows NT4.0 に対応したもの) 

 

座標読み取り装置 
  シリアル（ＲＳ－２３２Ｃ）ポートに接続可能な以下のうち、一つ必要です。 

  ただし、面積や長さの入力をキーボードより行う場合は不要となります。 

 

武藤工業 TXE-1600･TXE-1500・T-3・CX-3000･XLC･ALC

グラフテック KD･KW･GP-GL ﾌﾟﾛｯﾀ

セイコー電子工業 DH･DT

カルコンプ 9100

ＴＣＣ CD90B･V-900･SD-90H

桜井 S-190

凸版印刷 NCD-900α

タマヤ計測システム PLANIX-12D･PLANIX-5000・PLANIX-α・β

牛方商会 X-PLAN360i・Ｃ・ＣⅡ

ＰＥＮＴＡＸ RD-1000

アイサンテクノロジー AI-MIX･MIXPRO-600･AS-600
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プリンタ・プロッタ 

 Windows 95／98 または、Windows NT4.0 に対応したもの 

 各種計算表の出力のため、使用ＯＳに対応したプリンタが必要です。 

 ※Windows 用のプリンタドライバは出来るだけ最新の物をお使い下さい。 

 プロッタはプロッタドライバでのみ出力可能です。 

 

※本書で使用する各会社名、商品名等は各社の登録商標又は商標です。 
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プログラム概要 

 

本プログラムでは以下の様な処理内容があります。 
 

入力関連 

 本システムでの路線データの作成は主に【土量計算モード】で行います。「測点・距離」の入力

の後、その測点ごとにある断面の項目（切土・盛土など）の「面積・長さ」の値を入力するという

一連の流れにより行います。 

 それぞれ入力については、《測点･距離》ウィンドウと《面積・長さ》ウィンドウと言う２つのウ

ィンドウを使用して行います。 

 また、面積・長さの値を、座標読み取り装置を使用して図面から入力する事も可能です。 

 

□測点と距離の入力 

測点名・単距離・追加距離を入力します。 

《測点名パレット》やファンクションキーでよく使用する杭名を簡単に入力でき、また距離もリ

ターンを押すだけで入力する事ができます。 

特定の測点や区間の面積や長さなどの値を無効とする「除外区間」の設定もここで行います。 

  関連ページ → P.44、P.66 

□面積と長さの入力 

 「測点と距離の入力」によって入力された測点に対応する項目（切土・盛土など）の面積・長さ

の値を入力します。 

 この時に面積・長さの値は、変更前／変更後とを２つ入力する事が可能です（入力された値は、

計算においてどちらを使用するか選択することができます）。 

 また、特定の測点に対し土量の値を直接入力して追加・削除する（控除土量）値もここで入力し

ます。 

  関連ページ → P.44、P.69 

 

□座標の読み取り 

 「面積と長さの入力」を行う際、図面から各断面の項目の値を読み取り、計算する事が可能です。

読み取りには、デジタイザ・プラニメータなどの座標読み取り装置を使用します。この時、読み取

った各項目の形状は画面上に表示されます。 

  関連ページ → P.71 

 

□各測点のＲの値と重心位置（センターからの離れ）の手入力 

 本システムでは重心位置と半径（Ｒ）の値を用いて「重心位置に対応した土量計算表（重心土量

計算表）」を出力できます。重心位置は「座標の読み取り」で入力する事が可能ですが、この画面

で値を手入力することも可能です。なお、Ｒの値は手入力の設定の他に、「クロソイドパラメータ」

による設定が可能です。 

 なお、重心位置を考慮した計算は、その他にも「土量集計表」「土積計算表」「マスカーブプロ

ット」、また移動計算モードでの計算に対応させる事ができます。 

  関連ページ → P.74 
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移動計算関連 

 

【土量計算モード】で、測点・距離や各断面の面積・長さの値入力が完了しましたら、【移

動計算モード】に画面を変更して頂くことで、測点間での土量移動処理を行うことができ

ます。 

切り替わった画面に表示された累加土量、不足土量をもとに土量移動処理を行います。 

移動方法には、設定された条件（運搬方法、移動不能区間など）を元にプログラムが自動的

に測点間で土量を配分する『土量移動処理（自動）』と、マウスやキーボード操作で、任意の

測点の間で土量移動を行う『土量移動処理（手動）』が可能です。 

また、それらはそれぞれを組み合わせて実行することも可能です。 

 

これらの処理を行うことで、印刷時に「移動計算表」「移動集計表」「移動マスカーブ」が

出力可能になります。 

  関連ページ → P.84 
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印刷関連 

 本プログラムでは、入力された値や読み取られた座標を元に、各種計算表を印刷します。 

 「測点・距離」の入力と「面積・長さ」の入力のみで印刷できるのは以下の帳票です。 

 

【土量計算モード】 

 データリスト 

 土量計算表 

 土量集計表 

 土積計算表 

 マスカーブ 

【移動計算モード】 

 移動計算表 

 移動集計表 

 移動マスカーブ 

 

 これらの印刷は、「測点の出力範囲」と「項目の出力順設定」「計算表の出力」という一連の流

れで行います。また、「面積・長さ」を入力する際に“変更後”の値を入力した場合、変更後の値

を使用して印刷する事ができます（この場合、変更前の値を出力するかどうか選択できます）。 

 

 さらに座標読み取り装置を使用して読み取られた座標を使用して以下の計算表を印刷する事がで

きます。（【土量計算モード】で出力可能です） 

 座標リスト 
 重心計算表 

 

 また、重心の値（センターからの離れ）と半径の値（Ｒ）を設定する事で、以下の計算表の出力

が可能です。（【土量計算モード】で出力可能です） 

 重心土量計算表（重心の値を考慮した土量計算表） 
 重心の値を考慮した「土量集計表」「土積計算表」「マスカーブプロット」 
（出力様式は変わらずに、値（土量）のみが影響されます） 

 重心の値を考慮した「移動計算表」「移動集計表」 
 

 なお、プリンタへの印刷だけでなく、テキストファイル（マスカーブ、移動マスカーブはＤＸＦ

ファイル）、ディスプレイ上（プレビュー）への出力も選択できます。 

 

 出力されたテキストファイルは、市販の表計算ソフト（Microsoft ExcelやLotus 1-2-3など）で

読み込む事ができますので、書式などを任意に編集することができます。 

 ＤＸＦファイルに出力しますと、ＣＡＤソフトでの編集が可能になります。 

  関連ページ → P.75 
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条件関連 

 データの入力や計算表の印刷の際、使用される計算の方法や小数点以下の丸め方法、各断面の項

目、また出力の設定等を、本プログラムでは「条件」と呼びます。 

 この条件を変更する事で、用途・計算内容に応じた様々な状況に対応できます。 

 条件には、路線単位で変更できる「路線条件」と、システム共通で使用する「システム条件」が

あります。 

 

□路線条件 

現在入力・計算作業を行っているの路線にのみ適用される条件です。計算時の小数点以下桁数、

補正区分・項目の設定、計算表の出力設定などがあります。 

設定された条件は、路線のデータファイルに全て保存されますので、ここで設定した条件は、他

の路線の条件へは影響しません。 

 新規で作成する路線した路線に決まった条件（よく使う項目名など）を反映することは「基本条

件」を登録する事で可能です。 

  関連ページ → P.41、P.95 

 

路線条件で設定される条件内容は以下の通りです。 

・計算条件 

 計算表出力の際に使用する「平均距離法」「平均断面法」の選択や、小数点以下の桁

数設定、丸め方法（切り捨て・四捨五入など）を設定します。また、断面や長の小数点

以下桁数は各項目毎に設定する事が可能です。 

 また、移動モードでの設定も行います。 

 関連ページ → P.50、P.96 

 

・補正区分の設定 

 各項目に設定する、補正区分（変化率）の設定を行います。土積計算表・マスカーブ

プロット等で使用される補正方法（切土補正、盛土補正）や、各区分に設定する「補正

率」などを設定します。 

 関連ページ → P.51、P.97 
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・項目の設定 

 各種項目の設定を行います。設定内容には、項目名（２つ設定できます）や切土・盛

土・法長等の種別、補正区分、断面・長の小数点以下桁数の指定（□計算条件で設定さ

れている場合）があります。 

 また、設定した項目を実際に使用するために「出力順」の設定も行う必要があります。 

 関連ページ → P.52、P.98 

 

・路線ﾌｧｲﾙの情報 

 現在入力中の路線（現場）名などの入力を行います。路線名は、一部の帳票で出力

されます。 

関連ページ → P.43 

 

・値の入力 

 測点と距離、面積と長さを入力する際の設定（座標読み取り装置での図面読み込み

の際の設定も含みます）を行います。 

関連ページ → P.44 

 

・計算表の出力の設定 

計算表 1 は土量計算モードで、計算表２は移動計算モードで出力可能な計算表の設定で

す。 

関連ページ → P.57，P.100 

 

□システム条件 

 「路線条件」とは異なり、本システムにおいて共通で使用される条件です。この条件を変更す

ると、以降全てのデータをご利用の際に設定が有効となります。 

 

システム条件で設定できる項目としては、座標読み取り装置の設定、路線ファイルの保存するフ

ォルダ、印刷で使用される設定（フォントやプロッタの設定など）、テキストファイル・ＤＸＦで

の出力設定などがあります。 

 関連ページ → P.17 
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メニュー一覧 

 本プログラムで使用可能なメニュー機能の一覧です。機能の説明は各ページをご覧下さい。 

 なお、ショートカットキーを押す事で、対象となる機能を使用する事ができます。 

 

ファイル(F) 

機能 ショートカットキー 

[Ctrl]+ 

機能 

新規路線(N)  基本条件を元に新しい路線を作成します  

開く(O) Ctrl + O 既に保存されている路線を読み込みます。  

上書き保存(S) Ctrl + S 現在編集中の路線をファイルに上書きして保存します  

名前を付けて保存(A) Ctrl + A 現在編集中の路線を別のファイル名で保存します  

路線ﾌｧｲﾙの情報(I)  現在編集中のファイルの路線名などを編集します  

印刷(P) Ctrl + P 各種計算表の出力を行います  

TS-DOR の終了(X)  本プログラムを終了します。  

 

表示(V) 

ツールバー(T)  ツールバーの表示／非表示の設定をします  

ステータスバー(S)  ステータスバーの表示／非表示の設定をします  

測点名パレット(N)  《測点名パレット》の表示／非表示を設定します。  

簡易メニュー(Q)  《簡易メニュー》の表示／非表示を設定します。  

※以下は移動計算モード時のみ使用可能です 

簡易マスカーブ(M)  作業中の路線の累加土量を画面に表示します。  

残土・不足土(I)  現在選択中の測点での土量を表示します。  

表示設定(O)  各ウィンドウで表示される情報を設定します。  

 

測点（測点･距離入力時）(S) ※土量計算モード時のみ使用可能です 

再計算(C) Ctrl + F9 単距離から追加距離（または逆）の値を再度計算します。  

測点の挿入(A)  測点と測点の間などに任意に測点を追加します  

測点の削除(D)  任意の測点を削除します。  

除外区間設定(L)  指定した測点（または測点範囲）を除外区間として設定

します 

 

除外区間解除(U)  指定した測点が除外区間として設定されている場合そ

の設定を解除します。 
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測点（面積・長さ入力時）(S)  ※土量計算モード時のみ使用可能です 

前の測点(R) Ctrl + R 現在表示されている前の測点の値を表示します  

次の測点(F) Ctrl + F 現在表示されている次の前の測点の値を表示します  

 

移動計算(C)  ※移動計算モード時のみ使用可能です 

自動的に再計算(A)  手動移動や条件変更後、必ず自動で再計算を実行するか

どうか設定します。 

 

移動計算(再計算)(C)  土量移動処理（自動）を行います。  

移動作業初期化(B)  手動・自動にて行われた土量移動作業を初期化します。  

 

移動(M)  ※移動計算モード時のみ使用可能です 
固定/非固定(K) CTRL + L 移動作業の固定(変更可)/非固定(変更不可)を切り替えま

す。 

点間移動の追加(I) CTRL + I 測点間での土量移動作業を手動で追加します。 

純盛土・捨土の追加

(J) 

CTRL + M 指定した測点に土量の追加・削除を行います。 

作業内容の変更(H) CTRL + E 既に入力された移動作業での移動土量などの値を変更しま

す。 

作業内容の削除(D) CTRL + D 選択した土量移動処理を取り消します。 

移動不能境界(N)  移動不能な境界線を設定し、土量移動の測点範囲を限定しま

す。 

残土集積指定(C)  現在の発生している残土を指定した測点に移動します。 

 

条件(O) 

路線条件(L)  路線毎に設定される条件設定を行います。  

 
路線ﾌｧｲﾙの情報 

 現在編集中のファイルの路線名などを編集します 

値の入力 

 《測点･距離》《面積・長さ》ウィンドウでの入力の設定、 

 及び《測点名パレット》・座標読み取りの設定等を行います。 

計算条件 

 計算の方法、小数点以下の桁数、丸め方法を設定します 

補正区分 

 土積計算表での補正方法の設定と、各項目別に設定する補正区 

 分の登録を行います 

項目 

 面・長など項目の名称、種別などを指定します 

計算表 1（ﾃﾞｰﾀﾘｽﾄ･土量計算表･土量集計表・土積計算表・ﾏｽｶｰﾌﾞ･座標ﾘｽﾄ・重心計算表･

重心土量計算表） 

計算表 2（移動計算表･移動集計表･移動ﾏｽｶｰﾌﾞ） 

 本プログラムで出力可能な各計算表の設定を行います。 

システム設定(S)  本システムで共通に使用される設定を行います。 

ファイルのフォルダ設定、座標読み取り装置の設定、印

刷の設定などが可能です。 
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読み取り（座標読み取り時のみ）(D) 

縮尺・傾き設定(S)  図面の縦・横方向の縮尺を設定します。また、図面傾き

を読み取ります 

 

ｾﾝﾀｰ位置の読み取り

(C) 

 重心計算表の基準となる道路センターの１点を読み取

ります 

 

 

処理(W) 

土量計算モード時のみ 

面積・長さ(S) Ctrl + F1 《面積・長さウィンドウ》を表示し入力を行います。  

読み取りモニター(M) Ctrl + F2 《読み取りモニター》を表示し、図面からの座標読み取

りの作業を行います。 

 

重心位置入力(J) Ctrl + F3 各測点ごとの半径（Ｒ）の入力と、各項目ごとの重心位

置（横方向）を入力します。 

 

移動計算モード(I)  移動計算モードに切り替えます。  

（ウィンドウ名）  現在表示されている各ウィンドウを切り替える時に使

用します。 

 

移動計算モード時のみ 

土量計算モード(D)  土量計算モードに切り替えます。  

 

ヘルプ(H) 

トピックの検索(S) F1 本プログラムで使用する用語、または機能名などから関

連するヘルプを表示します。 

 

ﾃｸﾉｼｽﾃﾑ ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

(W) 

 インターネットの当社のホームページ 

（http://www.techno-web.co.jp/）に接続します。 

※本機能を使用する場合、インターネットでホームペー

ジをご覧頂くことができる環境が必要です。 

 

バージョン情報(A)  本プログラムのバージョン、プログラム名などを表示し

ます。 

 

 



TECHNO SYSTEM 

-   - 14

インストール（導入）の方法 

 

 本システムを使用する際は、コンピュータに内蔵あるいは外付けされたハードディスク（以下Ｈ

Ｄと略します）に本システムをインストール（導入）することで使用可能となります（作成するデ

ータはフロッピーディスクなどに保存する事が可能です）。 

 このため、ＨＤで使用するための以下の作業を必ず行ってください。 

 

１ 
 

 

 

ＨＤからコンピュータを起動（インストールディスク

はこの時点では使用しません）、MS-Windows が起動し

た状態にして下さい。 

Windows で他のプログラムを使用中の場合は、一度その

プログラムを終了して下さい。 

２  

 

・ＣＤの場合 

インストール用ＣＤをＣＤドライブにセットしてくだ

さい。 

 

・フロッピーディスクの場合 

インストールディスク１を任意のドライブにセットし

ます。 

 

３ 
 

 

 

 

・ＣＤの場合 

自動的にインストールプログラムが起動しましたら、

手順５からのの作業を行って下さい。 

・フロッピーディスクの場合、またはＣＤが自動実行

されない場合 

「スタート」「ファイル名を指定して実行(R)」を選択

して下さい。 

４ 
 

 

 

以下の様に入力して[OK]を選択して下さい。 

 

A:\SETUP 

 

（ＣＤ、フロッピーをセットしたドライブがＡドライ

ブの場合） 
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５  以後は画面上での説明にしたがって作業を行って下さ

い。 

 ※フロッピーディスクの場合は、途中でディスクを

ディスク２、ディスク３に入れ替える指示が出ます

が、その際にフロッピードライブのアクセスランプが

点灯中、ディスクの抜き差しを行わないようにして下

さい。フロッピーディスクやご使用のコンピュータが

破損する場合があります。 

 

６ 
 

 

インストールが正常に行われますと、プログラムメニ

ューの「TSWIN」グループに「TS-DOR 土量計算」のア

イコンが登録されます。 

７  

 

最後に、ＣＤまたはフロッピーディスクをドライブよ

り取り出し、大事に保管して下さい。 

（再度インストールを行う場合に必要となります） 
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プログラムの起動方法 

 

本プログラムを実行する方法をここに挙げます。Ｗｉｎｄｏｗｓの基本的な操作方法につきまして

は、Ｗｉｎｄｏｗｓ付属のマニュアルや、市販の解説書等をご覧ください。 

 

１  あらかじめ、本システムに同梱されているプロテク

ト装置をコンピュータに接続されているプリンタケー

ブルの先に装着して下さい。 

 このプロテクト装置が装着されていませんと本シス

テムは稼働しません。また、プロテクト機器は各シス

テムごとに固有の物です。他のシステムのプロテクト

装置は本システムには使用できません。 

 

※プロテクト機器がこの接続方法とは異なる場合もご

ざいます。 

２  

 

「スタート」のプログラムの中の「Tswin」から「TS-DOR 

土量計算」のアイコンを選択することで、本プログラ

ムが起動します。 
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システム条件の設定 

 

 「インストール」作業を行って、プログラムをご使用のコンピュータに導入した後、ご使用の環

境での固有の設定を行って下さい。 

 なお、これらの設定は通常、ご使用の機器の交換・追加などを行ったりしない限り、再度設定し

て頂く必要はございません。 

 

手順：メニューの「条件」－「ｼｽﾃﾑ条件」を選択して下さい 

１．フォルダ 

 

 

本プログラムで使用されるデータ・条件などを保管するためのフォルダを設定します。 

 

 ・データファイル 

 入力を行った路線のデータや、座標読み取り装置で読み取られた座標データを保存するフ

ォルダを設定して下さい。 

 なお、ここでハードディスクなどを設定した場合でも、フロッピーディスクにデータを保

存・読み込みする事ができます。 

 ・バックアップ 

 本プログラムでは、路線を保存する際に前回保存されたデータファイルを“バックアップ”

と呼びます。データのバックアップが行われていれば、万が一データファイルを保存したフ

ロッピーが壊れた場合でも、復旧出来る可能性ができます。 

 ここでは、そのバックアップの保存するフォルダの設定を行います。 

注意）本プログラムでは、フロッピーなどで容量不足になる可能性も考慮し、路線ごとに「バ

ックアップを行わない」設定も可能となっております。この設定は「ファイル」－「路線ﾌｧｲ

ﾙの情報」の中の「バックアップ」の設定で変更が可能です。（初期状態では「行う」です） 
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参考：本プログラムで使用されるファイルの拡張子は以下の通りです。 

  路線データをコピーする場合や、プログラムを再インストールする場合などにご参照下さい。 

 

種類 拡張子 フォルダ※1 例 

路線データ .DOR (ﾄﾞﾗｲﾌﾞ:)\TSWIN\DAT\ 路線 10 号.DOR 

座標データ※２ .DZ1 .DZ2 路線データと同じ 路線 10 号.DZ1  

路線 10 号.DZ2 

バックアップ※３ .BOR (ﾄﾞﾗｲﾌﾞ:)\TSWIN\BAK\ 路線 10 号.BOR 

基本条件※4 .DIN (ﾄﾞﾗｲﾌﾞ:)\TSWIN\INIT\ Default2.Din 

パラメ－タ .SCR  ※５ (ﾄﾞﾗｲﾌﾞ:)\TSWIN\SCR\ DAT01.SCR など 

 ※１  フォルダは初期状態での設定です。 

 ※２ 座標読み取り装置を使用し、「座標の保存」を設定している場合 

 ※３ バックアップが設定されている場合路線データのみ保存されます。 

 ※４ 最初の基本条件として Default2.Din があらかじめ用意されています。 

 ※５ パラメータは添付された書式ごとにファイルがあります。 
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２．座標読み取り装置 

 

   座標読み取り装置を使用する場合、ご使用になる機種に合わせて、ＲＳ－２３２Ｃの通信設

定を行う必要があります。なお、読み取り機の設定については、それぞれに添付のマニュア

ル等をご覧下さい。 

 

  設定項目は以下の通りです。 

 ・機種 

 ・ポート 

  COM1:/COM2:/COM3:/COM4: 

 ・ビット／秒 

  300 / 600 / 1200 / 2400 / 4800 / 9600 / 19200 

 ・データビット 

  7 / 8 

 ・パリティ 

  なし / 奇数 / 偶数 

 ・ストップビット 

  １ / 1.5 / ２ 

 ・フロー制御 

  ﾊｰﾄﾞｳｪｱ / XON/XOFF 

 

なお、この画面で「標準設定」ボタンを押しますと、現在選択されている機種での標準の設

定が設定されます。（標準の設定が無い機種もあります） 

※ご使用の読み取り装置の設定を変更している場合は「標準」を押しても、そのままではご

使用頂けません。機器のマニュアルをご覧下さい。 
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３．プリンタ 

 

 プリンタの設定 

本システムで、各計算表の出力に使用されるプリンタは、ご使用の環境で設定された「通

常使うプリンタ」が使用されます。それ以外のプリンタをご使用頂く場合は、本システム

を一度終了後に、「通常使うプリンタ」を変更して頂く必要があります。 

「通常使うプリンタ」を変更する手順は以下の通りです。 

１）．     ボタンを押して下さい。 

２）．「設定」－「プリンタを選択して下さい」 

３）．設定したいプリンタのアイコンで右クリックして、「通常使うプリンタに設定」を選

択して下さい。 

 

マスカーブ・移動マスカーブでは、プロッタによる出力行えます。これらの出力でプロッタ

をご使用頂く場合、以下の設定を行って下さい。 

 １）．「ﾏｽｶｰﾌﾞ・移動ﾏｽｶｰﾌﾞは別のﾌﾟﾘﾝﾀを使用する」を選択状態にする。 

 ２）．選択可能なプリンタ・プロッタ機種名の一覧が表示されますので、ﾏｽｶｰﾌﾞ・移動ﾏｽｶｰﾌﾞ

で使用する、コンピュータに接続されたプロッタを選択して下さい。 

 ※また、マスカーブ・移動マスカーブをプロッタで出力する場合、出力時の設定が必要です。 

P.110 をご覧下さい。 
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プリンタ（プロッタではフォントの選択は無効になります）に出力の際、使用されるフォント

の選択が可能です。 

 

 「フォント」一覧に表示された中からご使用になりたいフォントを選択して下さい。 

 ※ただし、この時「サンプル」で日本語（ひらがな、漢字、カタカナ）が正常に表示しないフ

ォントを選択した場合、正しい出力結果が得られない事があります。 

 ※また、ＭＳ Pゴシック、ＭＳ P明朝などのプロポーショナルフォントをご使用になりますと、

計算表で文字位置がずれる場合があります。その場合は、ＭＳ ゴシック、ＭＳ 明朝などの

非プロポーショナルフォントをご使用ください。 
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４．テキストファイル・ＤＸＦ出力 

 

 計算結果を、表計算ソフト（Microsoft-Excel や Lotus 1-2-3 等）で読み込むためのテキストフ

ァイルとして出力する場合は以下の設定を行ってください。 

  ・項目間の区切り 

 ｶﾝﾏ(,)で区切る 

ﾀﾌﾞで区切る （初期状態では「ﾀﾌﾞで区切る」になっています） 

   テキスト出力の際に、各桁（測点名・単距離・面積など）の区切りとして使用する文字

列を指定して下さい。 

 

  ・文字列を””で 
   囲む 

   囲まない 

   項目名や、測点名などの数値以外の値を出力する際の設定です。「囲む」を選択した場

合「No.   1」などは「”No.   1”」の様に””（ダブルクォーテーション）で囲まれた形で出
力されます。 

  ※各表計算ソフトでのテキスト形式のファイル（TXT,CSV）読み込み方法につきましては、

お使いのアプリケーションのマニュアルやヘルプなどをご参照下さい。 

 

  保存先のﾌｫﾙﾀﾞ（標準） 

   テキスト出力や、マスカーブ・移動マスカーブで出力されたＤＸＦファイルの出力先を設

定します。 

 

   それぞれ、任意のﾌｫﾙﾀﾞを指定して下さい。 

 

   初期状態では （インストール先のフォルダ）￥Ｔｘｔ￥ （テキストファイル） 

       （インストール先のフォルダ）￥Ｄｘｆ￥ （ＤＸＦファイル） 

   となっています。 
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プログラムの終了方法 

 

本プログラムの終了手順は以下の通りです。 

注意）プログラムやＷｉｎｄｏｗｓを終了せずに電源を切ることは、本プログラム・データファイ

ルの破損を招くだけでなく、Ｗｉｎｄｏｗｓが正常に動作しなくなる可能性がありますので、必ず

ご使用ＯＳの終了手順に従って終了操作を行って下さい。 

（ＯＳの終了手順は各ＯＳのマニュアルをご覧下さい） 

 

 

１ 

メニューから「ファイル」「ＴＳ－ＤＯＲの終了」を選

択して下さい。 

 

２ 編集中の路線が保存されていない場合は 

「・・・は変更されています。保存しますか？」といっ

たメッセージが表示されます。 

以下の手順のいずれかを選択して下さい。 

 

・変更したデータを保存する場合 ...... ［はい］ 

・保存せずに終了する場合 ............ ［いいえ］ 

  ※この場合、路線の編集中の情報は失われます。 

  前回保存した状態のまま残ります 

・終了動作を取りやめたい場合 ........ ［ｷｬﾝｾﾙ］ 

  ※再び編集画面に戻ります 
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土量計算モード 
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概要 

 

 本システムを起動すると、最初に表示されるのが【土量計算モード】で

す。 

 この画面では、土量計算を行う際に必要な各種データの入力を行うこと

になります。 

 

 また、入力されたデータを元に、「データリスト」「土量計算表」「土

量集計表」「土積計算表」「マスカーブ」「座標リスト」「重心計算表」

「重心土量計算表」を出力する事が可能です。 
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画面の説明 

 

土量計算モードでは、以下の様な画面で作業を行います。 

 
 

 ○メニュー 

 

本プログラムの全ての機能を使用可能です。その時点で、使用できない機能は、メニューが選

択できない状態になります。内容に付いては「メニュー一覧」(P.11)をご覧下さい。 

 

 ○ツールバー 

 

頻度の高い操作手順を、簡単に呼び出す事ができます。 

表示・非表示が選択可能です（メニュー「表示」「ツールバー」にて変更）。 

 

 ○ステータスバー 

  

路線ファイルの入出力や印刷時などに、現在の状況を表示したり、《ツールバー》において現

在マウスの指している箇所の機能を表示します。 

表示・非表示が選択可能です。（メニュー「表示」「ステータスバー」にて変更） 
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 ○簡易メニュー 

 

メニュー・ツールバーによる操作と併せて、簡単に設定・入力の作業を行うためのメニュ

ーウィンドウが使用できます。 

 

本メニューで基本的な設定や作業を一連の流れで行う事ができます。 

 

 

※簡易メニューを表示中は、常にこのウィンドウが最も前に表示されます。他のアプリケ

ーションにおいても同様ですので、使用しやすい場所にウィンドウを移動してご使用下さ

い。 

 また、ご使用のＯＳによっては簡易メニューが常に前に表示しないことがあります。 

その場合は、メイン画面と重ならないようにウィンドウを移動してご使用下さい。 
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 ○《測点・距離》ウィンドウ 

 
測点名称、その測点の単距離・追加距離の入力を行います。入力時の設定は「路線条件」－「値の

入力」などで、設定の変更が行えます。 

 

 

 ○測点名パレット 

 

《測点・距離》で測点の入力を行う際に、測点名の杭名をファンクションキー

で入力できます。このウィンドウが表示されている時に、表示されているファ

ンクションキーの設定が有効になります（※非表示の際はファンクションキー

が無効になります） 

また、この入力する杭名をマウスでクリックすることで《測点･距離》ウィ

ンドウに測点名を入力する事も可能です。 

このウィンドウはメニューの「表示」－「測点名パレット」で表示・非表示

を切り替える事が出来ます。ファンクションキーへの割当ては「路線条件」「値

の入力」で追加や変更する事が出来ます。 

 

 

 ○《面積・長さ》ウィンドウ 

 
 《測点･距離》ウィンドウで選択された測点の各項目（切土・盛土など）の面積・長さが表示され

ます。各項目は設計変更があった場合などに、もう一方の欄に入力する事で、計算表に上下２段で

出力する事も可能になります。 

また、このウィンドウは、最初の時点では閉じております。 

面積・長さの入力を行う場合、メニューの「処理」－「面積・長さの入力」か、ツールバーの に

よって表示されます。 

項目の設定はメニューの「条件」－「路線条件」－「項目」で行って下さい。 

 また、入力の切換はラベル部分（変更前／後 の文字部分）や、メニュー「条件」－「路線条件」

－「値の入力設定」で行います。 
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 ○読み取りモニター 

 

各項目の面積値・長さを座標読みとり装置で読み取っている時に表示さ

れます。 

 画面上に表示される図形は現在、《測点・距離》ウィンドウで選択さ

れている測点の《面積･長さ》ウィンドウで選択されている項目の読み取

られた形状です。 

 また、現在読み取り中の測点名・項目名・断面 No・座標 No も表示され

ます。 
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キー・マウスの使い方 

 

キーボードのキー設定 
 

本プログラムでは、一般的な Windows のキー操作（マニュア

ルや市販の解説書をご覧下さい）の他に、以下のキーを使用

します。 

 

 
 

 [Ｆ３]～［Ｆ１２］（ファンクションキー） 
（ＰＣ－９８００ｼﾘｰｽﾞでは［ｆ・３］～［ｆ・１０］および［ｖｆ・１］～［ｖｆ・５］） 

《測点･距離》ウィンドウに「測点１（”No.”、”BC.”など）」を入力する場合に使用します。 
このキー操作は《測点名パレット》ウィンドウが表示されている場合のみ有効です。 

 《測点名パレット》左側の数値に対応したキーを押す事で、「測点１」を入力出来ます。 

なお、ＰＣ―９８００シリーズの［ｖｆ・１］～ のキーはそれぞれ［ｆ・１１］～に読み替え

て下さい。 

 

 ［Ｆ2］（ファンクションキー） 
（ＰＣ－９８００ｼﾘｰｽﾞでは［ｆ・2］） 

《測点･距離》ウィンドウや《面積・長さ》ウィンドウにて、一度入力した値を変更する際に使

用します。 

 通常は、一度入力した値は、その上から値を入力する事で上書きされます。 

 

 ［Ｆ2］キーを押すと、値は反転表示されます。このまま［←］［→］キーで修正したい値ま

でカーソルを移動して（この段階で反転表示は解除されます）、値の編集を行って（［BackSpace］

などが使用出来ます）、終了時に［Enter］キーを押す事で変更が確定されます。 

 

 ［Enter］（確定、改行、エンター、リターンキー） 
上記での編集の確定や、設定の確認等の他に、本プログラムでは以下の機能があります。 

《測点･距離》ウィンドウでは、［Enter］を押した後、カーソルは以下の様に動きます。 

 ※測点１／２ と 単距離が入力可能な場合 

 

  測点名１ → 測点名２ → 単距離（追加距離） 

→ 測点名１ → 測点名２ →．．． 
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 《面積・長さ》ウィンドウでのカーソルは以下の様に動きます 
項目数が 9個の場合 

 

項目１ 

↓ 

項目２ 

↓ 

項目３ 

↓ 

： 

項目 9 

↓ 

（測点が１つ下に移動します。最終測点の場合、その測点の項目１に戻ります） 

↓ 

項目 1 

↓ 

    : 

 

 ［PageUp］［PageDown］（ページアップ、ページダウン） 
（ＰＣ－９８００ｼﾘｰｽﾞではそれぞれ［ROLL DOWN］［ROLL UP］（ロールダウン、ロールアップ） 

《面積・長さ》ウィンドウでの入力中に、それぞれのキーが編集中の項目の参照する測点の上

下移動に使用されます。 

 

 PC-AT PC-9800 ｼﾘｰｽﾞ

測点上（↑） Page UP ROLL DOWN 

測点下（↓） Page Down ROLL UP 

 

  これにより、面積・長の値の入力中も（テンキー付きのキーボードであれば）片手で値の入力

が行えます。 

 

 [       ]（スペース、空白） 
各種設定の画面で、チェック（ 、Ｘなど）のＯＮ／ＯＦＦの切換に使用します。 

 

 [Tab]（タブ） 
《測点･距離》ウィンドウと《面積・長さ》ウィンドウを切り替える際に使用します。 
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マウスによる操作 
 

 本プログラムでは一般的なマウス操作（クリック、ダブルクリック）等に加え、以

下の様な操作を行う場面があります。一般的なマウス操作や、用語等に付きましては

ＯＳ添付のマニュアル等をご参照下さい。 

 

 

 注意：本文中の説明ではマウスのボタン設定を「右きき用」として設定してあるとして説明して

います。コントロールパネルで「マウスのボタンを反転」（または「左きき用」）の設定がしてあ

る場合はそれぞれ、ボタンを逆に読み替えて下さい。 

 

 《測点･距離》ウィンドウによる測点名入力 
《測点･距離》ウィンドウのカーソルが”測点１”にある場合、《測点名パレット》のいずれかの
点名をマウスでクリックすることで、クリックした点名を”測点１”に入れる事が出来ます。 
 なお、《測点･距離》ウィンドウのカーソルは、”測点２”に移動します。 

 

 《測点･距離》ウィンドウによる範囲指定 
《測点･距離》ウィンドウの左端に書かれています測点番号（１～ ）をマウスの左ボタンを押

したまま上下方向に動かす事で、各種計算表出力の測点範囲を指定出来ます。 

 終点はマウスのボタンを離す事で指定出来ます。 

 指定された範囲は、反転表示されます。 

 

 
 

このままの状態で、右クリックすると、メニューが表示され、以下の処理が行えます。 

 ・計算表を出力する       → 「印刷」 

 ・範囲指定した測点数分の測点を追加する → 「測点の挿入」 

 ・範囲指定した測点を削除する    → 「測点の削除」 

などの処理が行えます。この時、左クリックを再度行った場合、範囲選択は解除されます。 

  

また、入力画面の測点番号（１～）部分や、「点名１」「点名２」など、入力出来ない灰色の部分

をマウスでクリック（またはダブルクリック）しますと、関連する機能の設定が変更できます。 
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座標読み取り装置のキー 
 

 

 座標読み取り装置にはそれぞれキーボードやスイッチが装備されてい

ます。 

 図面を読み取る時にはそのキーにそれぞれ意味を持たせて色々な処理

ができるようになっています。それらの処理とそれに対応するキーは以下

の通りです。 

 

 

 

● 座標読み取り キー 

  

 面積や法長を求める項目の座標点を順次読み取る時にこのキーを押します。面積の場合は最後に

初点を読み取りし直す必要はありません。 

 

● 一項目終了 キー 

 

 １項目の読み取りを終了する時に、最後の点を座標読み取りキーで読み取ってからこのキーを押

します。その後自動的に次の項目の読み取りに移ります。１点も読み取らずにこのキーだけを押す

と項目が１つ進みます。 

 

● 一筆終了 キー 

 

 このキーは１項目終了キーと違い、またその項目の読み取りになります。つまり１つの測点の中

に同じ項目の面積が２つ以上に別れている場合に使用します。 

 

 ※３つに別れている場合の手順 

 
 １筆目    ２筆目 ３筆目 

 座標読み取り      座標読み取り  座標読み取り   

 座標読み取り    →  座標読み取り  → 座標読み取り   

 ： → 一筆終了    ： → 一筆終了 ： → 一項目終了 

 座標読み取り      座標読み取り  座標読み取り   

 

● 一点戻る キー 

 

 読み取った点を１点戻して再度その点の読み取りをする時にこのキーを押します。まだ１点も読

み取っていない時にこのキーを押すと項目が１つ戻ります。さらに１つ目の項目の時は測点が１つ

戻ります。 

 

READY
POWER
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※ 座標読み取り装置の種類によって上記のそれぞれの処理に対応するキーの割付が違っています。 

 その内容は次の通りです。 

 

武藤工業  TXE-1600   セイコー電子工業 DH・DT ＰＥＮＴＡＸ RD-1000

DATA-IN 読み取り  1 一点戻る  F1 一点戻る 

TOTAL 一項目終了  2 一項目終了  F2 読み取り 

SUB-TOTAL 一筆終了  3 読み取り  F3 一項目終了 

ＣＥ 一点戻る  4 一筆終了  F4 一筆終了 

      

武藤工業  TX-1500・T-3   グラフテック KD・KW

DIN 読み取り  ＴＣＣ CD-90B・V-900  Z 読み取り 

1 一点戻る CE 

J66 

一点戻る 

(SEIKO-I/O 変換器) 

 桜井 

凸版印刷 

S-190

NCD-900α

 

2 一項目終了 

T 一項目終了  DATA-IN 読み取り  3 一筆終了 

ST 一筆終了  CR 一項目終了    

  LF 一筆終了    

武藤工業  CX-3000  [B] 一点戻る  グラフテック GP-GL ﾌﾟﾛｯﾀ

FW 読み取り     ENTER 読み取り 

FS 一点戻る  ﾀﾏﾔ計測ｼｽﾃﾑ PLANIX-12D [F7] 一項目終了 

FE 一項目終了  [B]/[F2] 一点戻る  [F8] 一筆終了 

[F]/[F8] 一筆終了  [K]/[F3] 一項目終了  [F9] 一点戻る 

  [Z]/[F4] 読み取り    

武藤工業  XLC・ALC  [F]/[F8] 一筆終了  カルコンプ 9100

1 読み取り     0 一点戻る 

2 一点戻る  ﾀﾏﾔ計測ｼｽﾃﾑ PLANIX-5000 1 一筆終了 

3 一項目終了   PLANIX-α･β 2 一項目終了 

4 一筆終了  [B]/[F2] 一点戻る  3 読み取り 

  [K]/[F3] 一項目終了    

武藤工業 TX-500  PLOT/[F4] 読み取り  ＴＣＣ SD-90H

DATA-IN 読み取り  [F]/[F8] 一筆終了  C,F 読み取り 

CANCEL 一点戻る     D 一点戻る 

F1 一項目終了  牛方商会 X-PLAN360i･c･cⅡ 8 一項目終了 

F2 一筆終了  POINT/[F4] 読み取り  9 一筆終了 

   [K]/[F3] 一項目終了    

ｱｲｻﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ AI-MIX･MIXPRO-600･AS-600  [F]/[F8] 一筆終了  ﾕｰﾄ工業 ﾐﾆｸﾞﾗﾌ

ﾃﾞｼﾞﾎﾞﾀﾝ 読み取り  [B]/[F2] 一点戻る  灰色ﾎﾞﾀﾝ 読み取り 

[F7] 一項目終了     黒ﾎﾞﾀﾝ 一項目終了 

[F8] 一筆終了     [F8] 一筆終了 

[F9] 一点戻る     [F9] 一点戻る 

        

 

※注意 

・説明中の[K] [F] [B] [F2]～[F9]はコンピュータ側のキーボードを押して下さい。 

・プラニメータなどは、「一項目終了」などをキーボードを併用してご使用頂く事になります。

この時、プログラム上のウィンドウは、モニターウィンドウを選択した状態（タイトル部分の

色が反転します）でご使用下さい。 
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土量計算モードの流れ 
 

土量計算モードでは、大きく分けて以下の様な処理手順を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  移動計算を行う場合（P.84） 

 

 

 

 

 次のページよりそれぞれの処理の詳細について説明します。 

１．プログラムの起動・新規路線の作成

２ ． 開 く          ３ ． 路 線条件の設定

６．図面の座標読み取り 

４．測点・距離の入力

８．各種計算表の出力

５．面積 ・長さの入力

９ ． 上 書 き 保 存 ・

  名前を付けて保存

１０．プログラムの終了

７ ． 重 心 位 置 の 入 力

（重心位置を考慮した計算表を出力

する場合のみ） 

移 動 計 算 モ ー ド
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処理手順 

 

プログラムの操作手順について順をおって説明します。大まかな処理の流れや、画面の名称や意味

等につきましては、前章をご参照下さい。 

 

１．プログラムの起動・路線の新規作成 
 「プログラムの起動手順」(4 ﾍﾟｰｼﾞ)によりプログラムを起動します。 

 

 しばらくしますと、画面上には新規路線の《測点･距離》ウィンドウと《測点名パレット》が

表示されます（値はこの段階では入力されていません）。 

 新たに路線を作成する場合は、この路線に対して、条件の設定やデータの入力を行っていく

事になります。 

また、路線の編集作業中や、路線編集後に、新たに路線を作成する場合は以下の手順を行って

下さい。 

１ メニューの「ファイル」「新規路線」を選択 

またはツールバーから を選択 

 

２ この時、編集中の路線があった場合、以下のメッセ

ージが表示されます。 

「この路線は変更されています。保存しますか」 

 編集中の路線を上書き保存してから、新たに路線

を作成する場合。（編集中の路線が一度も保存さ

れていない場合は、名前を付けて保存する処理を

行います） 

→「はい」 

 編集中の路線変更点を破棄して、新たな路線を作

成する場合（再度、その路線を開いた場合、最後

に保存した情報までが有効となります） 

→「いいえ」 

 新規に路線を作成する作業を中止、以前の編集作

業に戻る場合。 

→「キャンセル」 

以上を選択します。 

 

 

 

 

 

 

３ 続いて、「基本条件」として保存されたファイルの

一覧が表示されます（最初は Default2.Din のみ）。

これらの中から、使用する作業の内容にあった条

件・項目の保存されたファイルをマウスで選択し

て、「開く」を選択して下さい。 

 「ｷｬﾝｾﾙ」で元の作業に戻ります。 

 

 

 

  ※この時点で路線に名称を付けてファイルを作成する事も可能です。 

   →【９．路線ファイルの保存】 
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２．開く 
 以前作成された路線を編集・出力する場合や、変更が発生した場合など、過去の路線を読み込む

作業です。 

 

１ メニューから「ファイル」「開く」を選択。 

または、ツールバーから を選択 

 

 

 

２ 画面には、開くウィンドウが表示されます。現在、基本条件

のデータディレクトリとして設定されているディレクトリ

に含まれる路線ファイルの一覧が表示されます。 

 

これらの中から、作業を行いたいファイルをマウスで選択し

て、「開く」を選択して下さい。 

 「ｷｬﾝｾﾙ」で元の作業に戻ります。 

 

 

 

 ※「ファイル種別」は弊社製「TS-DOR for PC-9800」で作成したファイルや、縦断 SIMA ファイル

より、路線情報を読み込んで処理する場合に使用します。詳細は次ページ以降を参照下さい。 
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移動計算モードで保存したデータを使用する場合 

 

移動計算処理を行ったデータを開いた際、以下の様なメッセージが表示されます。 

 

 

  

  ここで、「はい」を選択した場合、作業中に測点や面積の編集、一部の条件を設定した際に以

下の様なメッセージが表示されます。 

   この時、「いいえ」を選択すると、路線ファイルを開く作業を中止します。 

 

 

  ここで「はい」を選択する事により、移動計算モードで入力・計算された情報の一部が

初期化されます（移動計算に関する内容を変更したためです）。 

・ 「移動作業」の情報 

・ 補正区分に設定された「流用不能属性」 

・ 「移動不能区間」設定 

・ 項目の移動計算での使用順 

  それ以外の計算条件、出力条件などの設定はそのまま保存されます。 

   なお、一度「はい」を選択すると、以降このメッセージは表示されなくなります。 

 

  ※移動作業に関する設定を全て残したい場合は、「ファイル名を付けて保存」を

選択して新たに路線を作成、保存作業を行って下さい。最初に開いた路線ファイルに関

しては移動計算に関する設定が保持されます。 
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「TS-DOR for PC-9800 ｼﾘｰｽﾞ」で作成した路線データの読み込み 
 

 本プログラムでは、弊社製品「TS-DOR 土量計算 for PC-9800 ｼﾘｰｽﾞ（以後 TS-DOR PC）」のバージ

ョン V.1.20 以降にて作成した路線データを読み込み、使用する事が可能です。なお、読み込まれた

データは、本プログラムでの形式でのみ保存可能です。 

 本プログラムで作成したデータを TS-DOR PC で使用する事は出来ませんのであらかじめご了承下

さい。 

 

□読み込みの手順 

 

１ 「開く」(P.37)をご覧下さい。  

２ 「ファイル種類」から「ＰＣ版データ（ROSPARA.INI）を

選択して下さい。 

 

 

３ TS-DOR PC で作成されたデータのあるドライブやフォルダ

から「ROSPARA.INI」ファイルを選択して下さい。 

 

・フロッピーに保存してある場合 

１．データのフロッピーをドライブにセットして下さい。

２．「ファイルの場所」よりフロッピードライブの”DOR”
のフォルダを選択して、マウスでダブルクリックして下さ

い。 

３．フォルダの中に「ROSPARA.INI」が見つかりましたら、

ROSPARA.INI を選択して「開く」を押して下さい。 

 

 ・ハードディスクに保存してある場合 

１．データが保存してあるドライブを選択して下さい。 

２．「ファイルの場所」よりフロッピードライブの”DOR”
のフォルダを選択して、マウスでダブルクリックして下さ

い。 

３．フォルダの中に「ROSPARA.INI」が見つかりましたら、

ROSPARA.INI を選択して「開く」を押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 路線のリストが表示されます。路線を選択して「ＯＫ」ボ

タンを押して下さい。 

 

 

 

以上で、TS-DOR PC のデータ読み込みは完了です。 

 

 読み込まれたデータには、TS-DOR for Windows にて新たに追加された条件や項目の設定などの情

報が設定されておりません。本プログラムで正常に使用するために【３．路線条件の設定】(P.41)

をご覧の上、追加設定を行って下さい。 
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ＳＩＭＡファイルの読み込み 
 

 本プログラムでは、他社アプリケーションにて作成した縦断ＳＩＭＡデータを読み込み、使用す

る事が可能です。なお、読み込まれたデータは、本プログラムでの形式でのみ保存可能です。 

 本プログラムで作成したデータを逆に他社アプリケーションで使用する事は出来ませんのであら

かじめご了承下さい。 

 

□読み込みの手順 

 

１ 「開く」(P.37)をご覧下さい。  

２ 「ファイル種類」から「SIMA ﾌｧｲﾙ（*.SIM）を選択して下

さい。 

 

 

３ ＳＩＭＡデータのあるドライブやフォルダから SIMA ファ

イルを選択して下さい。 

 

 

４ 引き続き、このＳＩＭＡファイルを読み込んだ後に適用さ

れる路線条件の設定を行います。 

 表示される基本条件の中から、設定したい条件・項目名

のある物を選択して「開く」を押して下さい。 

 （初期状態では選択できる基本条件は Default2.din だ

けです） 

 

以上で、ＳＩＭＡデータ読み込みは完了です。 
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３．路線条件の設定 
 現在編集中の路線にのみ有効な計算条件や項目などの条件（これらを総称して「路線条件」と呼

びます）を設定します。 

 

 なお、本作業で設定した条件は、路線ファイルと共に記録されます。他の路線で同様の条件を設

定したい場合は、再度この作業を行う必要があります。 

 

１ メニューから「条件」「路線条件」を選択。 

またはツールバーより を選択 

 

 

 

２ 路線条件に関する設定が表示されます。本ウィンドウを表示

した後、設定したい条件を選択して下さい。 

 

設定可能な条件は以下の通りです。 

□路線ファイルの情報（３-1） 

□値の入力（３-2） 

□計算条件（３-3） 

□補正区分（３-4） 

□項目（３-5） 

□計算表 1（土量計算）（３-6） 

ﾃﾞｰﾀﾘｽﾄ／土量計算表／土量集計表／土積計算表

／ﾏｽｶｰﾌﾞ／座標ﾘｽﾄ／重心計算表／重心土量計算表

    □計算表 2（移動計算） 

     移動計算表／移動集計表／移動ﾏｽｶｰﾌﾞ 

 

 また、これらの条件を「基本条件」として、今後作成する

新規路線に適用させることができます。設定のために下記の

ボタンを選択して下さい。 

□基本条件に登録 

 

設定終了後「閉じる」で本ウィンドウを閉じて下さい。 
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基本条件に登録 
  「新規路線」により作成された路線には「基本条件」ファイルに含まれる計算条件・項目名の

値があらかじめ設定されています。 

   この「基本条件」ファイルを新たにお客様が作成する場合や、既存の基本条件を変更する場

合は以下の手順に従って「基本条件」への登録・変更を行って下さい。 

 

１ 条件・項目などの変更を行います（変更方法については

【３．路線条件の設定】(P.41)をご覧下さい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 路線条件ウィンドウから、「基本条件に登録」を選択して下

さい。 

 

 

 

 

 

 

３ 現在登録されている基本設定の一覧が表示されます。 

 （システム導入時は DEFAULT2.DIN があります） 

 

□新規で基本条件を追加する場合 

ファイル名を入力して下さい。（名称は任意です） 

 

□既存の基本路線ファイルに上書きする場合 

上書きしたい条件を選択して下さい。 

 

この後、「保存」で現在設定されている条件・項目名を「基

本条件」として、新規路線の作成に使用する事が出来ます。

 

「ｷｬﾝｾﾙ」は登録を取りやめて、路線条件の設定に戻ります。
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３-1．路線ファイルの情報 

 

現在選択中の路線に含まれる以下の情報を登録または確認する事が出来ます。 

なお、新規路線を初めて保存する場合や路線を「名前を付けて保存」した場合にも、同様の入力

を要求されます。 

 

１ 路線条件ウィンドウから、「路線ファイルの情報」を選択し

て下さい。 

 

 

 

 

２ 『路線情報』 

□路線名 現在作業中の路線名を入力します。ここで設

定した路線名は、一部の計算表で表題と共に

印字の対象になります。 

また。「開く」などのファイル一覧で確認す

る事もできます。 

□作成日 この路線を最初に作成した日付が表示され

ます。 

□更新日 この路線を最後に更新・保存した日付が表示

されます。 

□会社名／作成者／備考 

任意の名称・内容が登録出来ます。 

 

※ここで設定した内容のうち、「路線名」以外は実際の計

算や計算表の印刷には影響しません。 

 

『ファイル情報』 

□ファイル名 既に保存済みの路線の場合、路線のファイル

名が表示されます。 

□ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ作成 ファイルを保存する際、直前に保存され

ていた路線データの複製を残しておく事が

でき、万一誤って上書きしてしまった場合な

どに対処可能です。この設定のする／しない

を設定します。 
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３-2．値の入力設定 
 

測点・距離や面積・長さのの入力を行う前に、それぞれの入力作業に必要な設定を行います。 

 

１ 路線条件ウィンドウから、「値の入力」を選択して下さい。

 

 

 

 

２ ウィンドウが表示されますと、以下の見出し（タブ）を持っ

た設定が表示されます。 

 

『測点・距離』 《測点･距離》ウィンドウや、その入力に関

連する設定を行います。 

『測点名』 《測点名パレット》や、測点名称に関連する

設定を行います。 

『面積・長さ』 《面積･長さ》ウィンドウでの面積・長さの

入力に関連する設定を行います。 

『読み取り』 座標読み取り装置による面積・長さの読み取

りに関する設定を行います。 

 

それぞれの設定方法・内容に関しては次のページ以降でそ

れぞれ説明します。 

 

「ＯＫ」は設定された内容を有効にして本ウィンドウを閉じ

ます。 

「ｷｬﾝｾﾙ」は回設定された内容を無効にして本ウィンドウを閉

じます。 
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『測点・距離の設定』 
 

【５．測点・距離の入力】を行う前に、または作業中にその入力に関連する設定を行います。 

  《測点・距離》ウィンドウの操作環境の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 □入力 

 測点１，２／単距離／追加距離 

 《測点･距離》ウィンドウで入力可能な値の選択を行います。ここで （選択）状態

になっている値を入力する事が可能です。不可能な物は《測点･距離》で入力欄が灰色

で表示されます。 

  なお、単距離・追加距離はそれぞれ上部の「単距離」「追加距離」をマウスでクリック

する事で切り替える事も可能です。 

 

 

 単距離と追加距離はどちらか一方でのみ入力可能です。 

 □その他 

  自動で単距離の値から追加距離を計算 .........有効 ／ 無効 

    （追加距離の値から単距離を計算） 

  この機能を有効にすると単距離・追加距離の入力を行った際、もう一方（単距離・

追加距離）の値を自動的に計算して表示します。 

この作業は「測点」「再計算」で行う事も可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

  No.杭名 ....................................有効 ／ 無効 ＋ 杭名 

  この機能を有効にすると、測点名入力時、Enter（リターン）キーを空打ちする事

で自動的に設定されている杭名が入力されます。また番号を１ずつ追加する機能（後

述）はこの杭名の測点に対して有効になります。 

 

例） 

No. 

No. 

No. 

 

 

Enter（リターン）を押すと自動的に入力される。 
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  No.杭は番号を１ずつ追加 ....................有効 ／ 無効 

  上記の No.杭名が有効の時のみ使用できます。対応する杭名を入力した場合、点番

号の数値が１づつ追加挿入されます。 

 

例） 

No. 1 

No. 2 

No. 3 

  

 

  No.杭の杭間距離 ............................２０ など 

 「自動で単距離の値から追加距離を計算」を使用する際、各 No.杭の測点間の杭間距

離を設定します。この設定で、単距離から追加距離の、または逆の計算が可能になりま

す。値はメートルで入力して下さい。 

 

 □BC-SP-EC 

  BC 点、SP 点を入力する場合、それぞれに対応する測点名１を設定しておくことで、EC

点を入力したときに単距離（追加距離）を簡単に入力出来るようにする機能です。 

 

 設定後は以下のようにして EC 点の距離を入力出来るようになります。 

 1. BC 点と SP 点を通常どおり入力（距離も入力してください） 

 2. EC 点を入力した後、距離の入力欄で ENTER（リターン）キーを空打ちする。 

 これで、BC 点から SP 点までの単距離が SP 点から EC 点までの距離として反映されます。 

 

 なお、この設定は必ずしも行う必要はありません。 

 

 

『測点名の設定』 
 

 本設定は、《測点名パレット》のラベル（灰色の部分）をマウスでダブルクリックすることでも

呼び出す事が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ここでは、《測点名パレット》に表示され、ファンクションキー（Ｆ３～Ｆ１５など）で入

力可能な杭名（”No.”など）を設定します。この設定は「入力項目」（後述）の自動測点名の設
定においても使用されますので、最低でも１つ以上は設定を行って下さい。 

 

 □名称 .......................................No.，Ｋａ．など 

 

Enter（リターン）を押しつづけると番号に＋１され

た値が入る。 
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 □合致 .......................................有効（チェック”・”状態） / 無効 
 この設定は、設定した杭名をキーボードから手入力した際に、大文字／小文字や半角

／全角を無視して強制的に「□名称」で設定した文字に変換する機能の設定です。 

 

  例） 名称が“Ka.”と設定されている場合 

入力した値 合致が有効 合致が無効 

ＫＡ． Ka. ＫＡ． 

KA. Ka. KA. 

 

□ファンクション .............................F3～F15 

 ここで、《測点パレット》に表示される杭名の割当てを行います。割り当てたキーは

《測点パレット》に表示され、《測点･距離ウィンドウ》の点名１を入力する際、対

応するファンクションキー（Ｆ３～）を押す事で設定された名称を入力出来ます。 

 ※ただし、一部のキーはかな漢字入力システムの機能等に割り当てられているため、

使用出来ない事があります。（この場合でも《測点パレット》をマウスでクリックし

て入力は可能です） 

 また、PC-AT 互換機ではファンクションキーは最大１２まで、ＰＣ９８００ｼﾘｰｽﾞで

はｖｆ・１～ｖｆ・５をＦ１１～Ｆ１５に割り当てて使用します。 

 

使用可能なキーは以下の通りです（これとは別表記の機種もございます） 

PC-AT F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 F10 F11 F12    

PC-9800 f･1 f･2 f･3 f･4 f･5 f･6 f･7 f･8 f･9 f･10 vf･1 vf･2 vf･3 vf･4 vf･5

 

□桁数 .....................................-,1～１０ 

 各計算表を出力する際、杭名に対応する数値の印字桁数を設定します。なお、桁数に

満たない場合は空白で、設定された桁数を越える場合は数値そのものを出力します。 

  “―”を設定した場合、桁揃えの処理は行わず、そのまま出力します。 
例） 

 ”No.”の桁数が 3桁の場合 “BC.”の値が “-“の場合 
4 No.  4 BC.4 

123 No.123 BC.123 

9999 No.9999 BC.9999 

 

   また、この操作の際、以下のボタンがが使用出来ます。 

「追加」 ................測点名称を追加します。 

「削除」 ................最後に登録された測点名称を削除します 
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『面積・長さの設定』 
 《面積･長さ》ウィンドウにおいて使用される設定を行います。 

 面積・長の入力を行うための《面積･長さ》ウィンドウでは、各項目の値（面積・長さ）を各々

２つずつ入力する事が可能です。 

 

 

 □入力切換 変更前 ／ 変更後 

   《面積･長さ》ウィンドウにおいてどちらの値を入力するか選択できます。 

  この設定は《面積･長さ》ウィンドウの「変更前」「変更後」の文字をマウスでクリ

ックする事で簡単に切り替える事が出来ます。 

 

 

  変更前のデータに対して、変更があった項目の値のみ、変更後へ入力を切り替えて使用する事

になります。 

  この時変更前に関して、“変更が無い”場合は、値２への入力は「空欄」にして下さい。 

  また、変更前の入力の際の「空欄」は０とみなされます。 

 

例） 

変更前 変更後  上段の出力値 

（１） 

下段の出力値

（２） 

 

１.２５ ３.４５ 変更があった １.２５ ３.４５ 前，後を出力 

 ３.４５ 修正が発生 ０ ３.４５ 変更前を０として出力 

１.２５  変更が無い １.２５ 変更値を出力しない 

１.２５ ０ ０に変更 １.２５ ０ ０を出力 

 

 ※ここで空欄（変更なし）にしても、計算表の条件で変更前・後共に印刷する事も可能です。 
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『座標読み取り装置の設定』 
 

 
 

 □座標読み取り装置を使用する...................有効（チェック） ／ 無効 

   座標読み取り装置を使用して座標からの面積・長入力を行う場合チェックします。 

 

 以降は「座標読み取り装置を使用」が有効の時のみ設定可能です。 

 

 □Beep 音で知らせる ............................有効 ／ 無効 

   座標を読み取った際、コンピュータ側からビープ音を鳴らします。 

 

 □座標ﾃﾞｰﾀをファイルに保存する.................有効 ／ 無効 

   読み取られた座標をファイルとして保存します。座標データが保存されている路線では

以下の機能が使用できます。 

   ・任意の時点で「座標リスト」を出力できる（保存されていない場合、座標の読み取り

を行った直後に、読み取った点の部分しか出力出来ない）。 

   ・各断面の形状を任意時点で確認できる（保存されていない場合は、プログラムを一度

終了する（新規ファイルを作成、ファイルを一度閉じる）と、現在読み取ったデータの断

面しか確認できなくなります） 

 

 □重心計算.....................................しない ／ 横のみ ／ 縦横のみ 

   読み取られた座標を元に各断面の重心の座標を計算する機能を使用します。この設定を

行わないと、重心位置を用いた計算処理・出力が行えません。 

 

 □１項目読み取り後に小数点桁数を丸める 

  １つの項目に複数の断面が含まれている場合の丸めのタイミングを設定します。 

   本設定が無効の場合は、１断面を確定する毎に小数点以下桁数の丸めが行われます。 

   本設定を有効とすると、断面毎に丸めは行わず、１項目が確定した（１項目中の全ての

断面を読み終えた）後に、小数点以下の桁数丸めが行われます。 
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３-3．計算条件の設定 

 
 入力や出力の前に、あらかじめその路線にて必要な設定を行って下さい。 

 設定した条件は基本的に任意の時点で変更・追加する事が可能です。 

 

１ 路線条件から「計算条件」を選択して下さい。  

 

２ 以下の設定を設定して下さい。 

 

『計算方法』 

□計算方法       平均断面法／平均距離法

□小数点以下桁数（測点距離・断面積・平均・土量・座標） 

０／１／２／３ 桁

 断面積は項目毎に設定 する／しない

 ※この条件を設定すると、項目それぞれに小数点

以下の桁数を設定する事が出来ます。これはデー

タの入力や、各計算表の出力や、計算の際、断面

積・長の値に反映することが可能です。 

 項目ごとの小数点は「路線条件」－「項目」で

設定します。 
※測点距離の設定は『重心対応土量』の「② ｾﾝﾀｰから図心まで

の距離（Ｘ）」と共通です。 
□丸め方法（平均・土量） 

切り捨て／４捨５入／５捨５入／切り上げ

 

『重心対応土量』 

□重心位置を考慮 する／しない

 重心位置を考慮した計算表を出力する場合チェッ

ク状態（する）を選択して以下の設定も行って下

さい。 

 

  ① 半径（Ｒ） 

  ② ｾﾝﾀｰから図心までの距離（Ｘ） 

  ③ 図心までの距離（Ｒ’=①+②） 
  ④ センターでの縦断方向距離（Ｌ） 

  ⑤ 図心間の縦断方向距離（Ｌ=(③×④)/1） 

 

 

 

『移動計算』 

  移動計算モードの説明(P.96)をご覧下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 設定が終了しましたら 

・設定を有効にする時は「ＯＫ」 

・設定を取り消す時は「キャンセル」 

を選択して下さい。 
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３-4．補正区分の設定 

 

 土積計算表・マスカーブなどの計算表出力にて使用される切土補正、盛土補正の設定を行います。 

 

１ 路線条件から「補正区分」を選択して下さい。  

 

２ 以下の設定を設定して下さい。 

 

□補正方法 切土補正 ／ 盛土補正

土積計算時に行う各補正の種別を設定

します。どちらか一方、あるいは両方と

も選んで下さい。 

□補正区分名、種別、補正率 

 （種別は）切土補正、盛土補正

「補正方法」で選択された補正方法の区分の情

報を入力します。なお、ここで設定した補正区分

名を項目の設定の際に各項目に割り当てる事に

なります。 

 

□流用不可  移動計算モードの説明(P,97)をご覧

下さい 

 

□埋め戻し  チェックあり／なし 

土積計算の際に、「切土区分」間での埋め

戻し計算を行えます。 

    ・埋め戻し結果は、土積計算、マスカーブ、

移動計算に反映されます。 

    ・土積計算表で埋め戻し計算の結果を出力

するには、対応した帳票をご使用下さい。

 

「控除土量」を使用する場合は、この項目（土量）

の為に１つ区分を追加しておく必要があります。 

この場合は補正率を空欄にしておいてください。 

（詳細は土積計算表「控除土量の設定」を御覧くだ

さい。） 

 

「追加」で、区分名を新たに１つ追加する事が出来

ます。 

「削除」で、現在選択中の区分を削除します。 

 この区分を使用していた項目の「区分」設定は解

除されますので、再度【３-5.項目の設定】を行って

下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※埋め戻しは切土区分中１つだけ指定

可能です。 

 

 

 
 

 

３ 設定が終了しましたら 

・設定を有効にする時は「ＯＫ」 

・現在の設定を取り消して路線条件の画面に戻る時

は「キャンセル」を選択して下さい。 
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３-5．項目の設定（使用順） 
 

  面積・長さの入力や、各種計算表で出力する項目の名称、種別などを設定します。 

 

１ 路線条件から「項目」を選択して下さい。  

 

 

２ 以下の設定を設定して下さい。 

 

□項目名１ （切土、盛土など）

実際に各計算表で使用（出力）する項

目名を入力します。 

※項目名１は必ず設定してください。 

 

□項目名２ （C1、B1 など）

使い方は項目名１と同様です。各計算

表において、項目名１と合わせて項目名

としたり、項目名２のみを印字する事な

どが出来ます。 

 

□（項目）種別 

 切土／盛土／法長／敷幅／切控／盛控

その項目の種別が切土、盛土、法長、

敷幅のいずれかである事を選択します。 

また、控除土量を使用する場合は、こ

の為に１項目割り当てて、切控（切土控

除）か盛控（盛土控除）のいずれかを設

定します。 

 

□（補正）区分 

 （【３-4.補正区分の設定】で設定した区分）

土積計算表出力の際、その項目が補正

区分ではどれを使用するか設定します。 

また、控除土量を使用する場合は、項

目種別において以下の区分を選択してく

ださい。 

・「切控」を設定した場合は切土補正

として設定してある区分 

・「盛控」を設定した場合は盛土控除

として設定してある区分 

（控除土量に関しては、土積計算表「控

除土量の設定」をご覧ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「補正区分一覧」が画面右側に表示

されています。補正区分の設定の際

にご参照ください（この画面では、

補正区分の変更は行えません） 
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□桁数 ０／１／２／３

「計算条件」で「小数点以下桁数」「断

面積は項目毎に設定」がチェック状態（す

る）場合に表示されます。ここで設定し

た小数点以下桁数を入力や各計算表の出

力での「面積」や「長さ」で使用します。 

控除土量（切控除、盛控）として設定

してある項目は、土量の小数点以下桁数

が適用されます（ここでの桁数は使用さ

れません） 

 

「出力順」ここまでで設定してきた項目を、実際の

入力や、計算表の出力に使用するための設定を行い

ます。必ず行って下さい。 

 

「追加」で、項目を新たに１つ追加する事が出来

ます。 

「削除」で、現在選択中の項目を削除します。 

 

３ 設定が終了しましたら 

・設定を有効にする時は「ＯＫ」 

・現在の設定を取り消して路線条件の画面に戻る時

は「キャンセル」を選択して下さい。 

 

 

 

 

使用順 
  「面積・長さ」の入力や、各種計算表で出力する項目の名称、種別などを設定します。 

 項目を実際に使用するために、項目の設定を行った後、必ず実行して下さい。 

 

１ 以下の設定を設定して下さい。 

 

□項目 

項目設定で登録された項目名が表示されます。 

現在選択中の計算表で、既に使用されている項目

名は背景が緑色で表示されます。 

登録の際は、未使用（背景が白色のもの）の項目

をマウスでクリックして下さい。 

 

□使用順（または出力順、出力項目） 

実際に「面積･長さ」の入力や、計算表での設定

で使用される項目の一覧が表示されます。 

このうち 

・「面積・長さ」は上から順に「面積・長さ」
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ウィンドウで表示・入力される順 

・「ﾃﾞｰﾀﾘｽﾄ」「土量計算表」「土量集計表」

「重心土量計算表」は上から順に、計算表で

出力される項目の順 

・「土積計算表」「ﾏｽｶｰﾌﾞ」「座標ﾘｽﾄ」「重

心計算表」は出力される項目（順は関係あり

ません） 

・「移動計算」は移動計算に関する全ての処理

で使用される項目（順は関係ありません） 

 → P.98 をご参照下さい。 

の並びで表示されています。 

 

 

 設定する計算表を変更したい場合は、各計算表の

見出し（「面積・長さ」など）の部分をマウスでク

リックして下さい。選択された計算表は、項目の背

景が緑色で表示されます。 

 

 また、「上に」「下に」「削除」を使用する際は、

現在太い黒枠で示された項目を対象とします。項目

を変更する場合は、マウスで任意の項目を選択して

下さい。 

 

「空白」 

項目と項目の間に何も出力しない空欄を出力し

ます。この空欄を使用する事で、任意のページに

項目をまとめて印刷する事が可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

（例）土量計算表で、１ページに３項目出力する場合
┌─┬┬─────┬ 
│  ││土量計算表│ 
├─┼┼─────┼ 
│ 1││ 人力切土 │ 
├─┼┼─────┼ 
│ 2││ 機械切土 │ 
├─┼┼─────┼ 
│ 3││          │ ← 空白を設定 
├─┼┼─────┼ 
│ 4││ 路床盛土 │ 
├─┼┼─────┼ 
│ 5││ 路肩盛土 │ 
├─┼┼─────┼ 
│ 6││ 埋め戻し │ 
├─┼┼─────┼ 
 

  １ページ目              ２ページ目 
  ┌─────┬─────┬─────┐ ┌─────┬─────┬─────┐ 
  │ 人力切土 │ 機械切土 │ （空欄） │ │ 路床盛土 │ 路肩盛土 │ 埋め戻し │ 
  ├─────┼─────┼─────┤ ├─────┼─────┼─────┤ 
  │          │          │          │ │          │          │          │ 

 

  この様に、途中に「空白」を加える事で、切土で１ページ目、盛土で２ペー

ジ目と言ったページ分けをすることが可能になります。 
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「上に」「下に」 

「使用順」で、項目からカーソルのある（黒い枠

で囲まれて表示されています）項目の使用順・出

力順を上下に移動する事ができます。 

 

「削除」 

「使用順」で、項目からカーソルのある項目を削

除します。 

 

「全消去」 

現在設定中の面積･長さや計算表（緑色で表示さ

れたもの）に登録された項目を全てクリアし、最

初から設定しなおします。 

 

 

「全ての設定を面積・長さに連動させる」 

この条件をチェック状態（有効）にしますと、現

在設定中の全ての計算表の項目設定が、「面積・

長さ」と同じになります。 

 以後、面積・長さに対して、項目の追加、削除、

順変更などを行いますと、計算表全てが連動して同

様の値になります。本設定はチェックを外す（無効）

まで有効となります。 

 これにより、一括して項目順の設定を行った後、

チェックを外した状態にして各計算表の設定を微調

整するといった使い方が可能となります。 

 

 この際に、「全消去」を選択すると、計算表も含

めた項目順設定がクリアされます。 

 

３ 設定が終了しましたら 

「ＯＫ」で設定した項目順を有効にして、項目設定

の画面に戻ります。 

 なお、この時に「項目」で「ｷｬﾝｾﾙ」終了す

ると、本設定で指定した内容も無効になりま

す。 

 

「ｷｬﾝｾﾙ」で設定を取り消して項目設定の画面に戻

ります。 
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控除項目 

 土積計算表の出力の際に通常の「面・長を元にした土量」に対して、土量の値を加減する機能

です。本プログラムでは「項目の種別」に対して「切土控除（切控）」や「盛土控除（盛

項）」を設定する事で、その項目の値を控除用の土量値そのものとして扱います。 

 

 １．あらかじめ、補正区分に控除用の区分を設定します。 

  「条件」－「路線条件」－「補正区分」にて補正区分設定のウィンドウを開いて下さい。 

 

 

 ２．控除用に使用する区分を追加して下さい。 

  補正率は空欄にして下さい（出力の際に、補正率を１.00 として計算します。この場合、

補正前の値は計算表に出力されません） 

 

 ３．メニューの「条件」－「路線条件」－「項目」を選択して下さい。 

 

 

 ４．控除用に使用する項目を作成して、種別に「切控」あるいは「盛控」を選択して下さい。 

 

 ５．１・２で設定した「補正区分」をそれぞれ控除用の項目に設定します。なお、項目毎に小

数点以下の桁数を変える設定を使用していても、その項目は「計算条件」での「土量」の

桁数になります。 

 

 ６．控除項目の値を入力する時は《面積･長さウィンドウ》から入力して下さい。この場合、

入力する値は「土量」そのものを入力します。 

 

 ７．後は通常通りに各種計算表を出力して下さい。「土量集計表」において、控除項目も出力

した場合は、「切土控除」が「切土」に、「盛土控除」が「盛土」に出力されます。 

  「土積計算表」では補正区分の種別の「切土区分」「盛土区分」に分けられて各値が出力さ

れます。 
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３-6．計算表の設定 
  計算表の出力を行う前に、出力のために必要な設定を行って下さい。 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニューから 

「条件」「路線条件」から設定したい「計算表」を

選択して下さい 

 

 

更に各計算表の設定が表示されていますので、そ

れぞれの計算表について出力内容、計算表様式、

出力用紙などの設定を行います。 

 

※ただし、一部計算表や書式において設定値が無

効となるものもございます。 

（その計算表で使用できない設定は選択できな

い状態になります） 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

□出力する値 

  計算表に各項目の「変更前」「変更後」のいずれか、あるいは両方を出力するかを

設定します。 

  また、出力の際に、値が各測点の桁での上段、あるいは下段のいずれに出力される

かの設定も行います。 

 

□項目名 

  項目設定において、項目名１（切土、盛土など）と項目名２（C1、B1 など）を設定

した場合に使用します。 

   出力を行う時に項目名として「項目名１」「項目名２」のどちらか、あるいは両

方を使用するかを・（使用する）設定してください（両方とも使用しない事は出来

ません）。 

   「項目名１」「項目名２」を両方とも出力する場合は以下の設定を行って下さい。

   ・項目名として「１」「２」の出力順を決めます 

    →「出力順」で「１→２」あるいは 「２→１」 

   ・「１」と「２」の間に空白が何文字必要か決めます 

    →「間隔」で ０（空白なし）～２０文字 （半角） 
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 □表題 

  出力される計算表の表題を設定します。 

  ※土量計算表の場合はそのﾍﾟｰｼﾞに出力される項目の種別によって、出力される表題

を使い分ける事ができます。 

 また、表題左側に路線名を出力する／しないの選択が可能です。 

 

□帳票 

  各計算表によっていくつか、印字位置、印字行数などの様式が異なる物を出力可能

な物があります。ここで、選択を行って下さい。 

 

□用紙サイズ、向き 

  各計算表の様式で「基準」となる用紙の設定は「□帳票」にて確認可能です。ここ

では、実際にプリンタから出力する際に使用される用紙のサイズ、用紙の向きを設

定する事が出来ます。 

  基準のサイズと異なる用紙を設定した場合は、その用紙のサイズに合わせて文字、

罫線などが自動的に拡大・縮小されます。 

 ※ただし、マスカーブプロットのみは計算表自体の縮尺が決まっているため、基準以

外の用紙を設定できません。 

 

□マージン 

  出力用紙において、印刷開始位置の微調整を mm 単位で行う事が出来ます。余り大き

な値を入れた場合には、正常に印刷が行えない可能性がありますので、実際の印刷

前に「プレビュー」を使用して大体のイメージを確認される事をお薦めします。 

 これ以外にも各計算表によって固有の設定を持つ物があります。 

 

３ 設定が終了しましたら 

・設定を有効にする時は「ＯＫ」 

・現在の設定を取り消して路線条件の画面に戻る時は「キャ

ンセル」を選択して下さい。 
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各計算表の設定内容は以下の通りです。 

 各計算表での様式については添付の出力例をご覧下さい。 

 また、用紙の設定につきましては、その「計算表様式」に記載されている用紙での印字を前提し

た設定となっております。「用紙サイズ」では実際の用紙サイズに従って拡大／縮小されて印字さ

れます。 

 

データリスト 

 

 
 

 

 

・出力値 

 変更前 上段／下段

 変更後 上段／下段

 変更のあった所だけ印刷／変更の有無に関らず印刷

・項目名 

 出力する項目名 項目名１／項目名２

 出力順 １→２／２→１

 間隔 ０～２０

・表題 

・計算表様式 

 Ａ４横（２０測点８項目／頁）罫線無し 

 Ａ４縦 一測点毎枠線（３測点／行） 

・用紙サイズ／用紙の向き 

・マージン（上・左） 

 

・表題 

 

 

 

 

※「変更のあった所だけ印刷」「変更の有無に関らず印刷」について 

 面積・長に変更前のみ値を入力して、上段・下段共に印刷する際に使用されます。 

 例） 

  変更前 １.２５ 

  変更後  （変更なし） 

 

 「変更のあった所だけ印刷」の場合・・・変更が無いので出力しません（加算は行われます） 

  

       1.25 No. 1 

 

 

 「変更の有無に関らず印刷」の場合・・・上下段共に印刷されます。 

  

       1.25 No. 1 

       1.25 
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土量計算表 

 

 
 

 

 

 

・測点名の出力位置 上段／下段

 測点名 ／ プラス杭 

・出力する値 

 変更前 上段／下段

 変更後 上段／下段

     変更のあった所だけ印刷／変更の有無に関らず印刷

・項目名 

 出力する項目名 項目名１／項目名２

 出力順 １→２／２→１

 間隔 ０～２０

・０の値の出力 ０／空白(ｽﾍﾟｰｽ）／－

・表題 

 土量のみ／法面積のみ／敷面積のみ／土量と法面積が混在 

 土量と敷面積が混在／法面積と敷面積が混在 

 土量・法面積・敷面積が混在 

・項目 

 断面積／法長／敷幅 

・路線名を印刷する 

 する（チェックあり）／しない（チェックなし） 

  ※路線名は路線条件の「路線ﾌｧｲﾙの情報」で設定したもの

が 

  使用されます。 

 

 
 

 

・計算表様式 

 Ａ４横（１８測点／頁）罫線あり／行中間／＋杭連続 

 Ａ４横（１８測点／頁）罫線あり（破線）／＋杭連続 

 Ｂ５横（１５測点／頁）罫線あり／行中間／＋杭連続 

 Ｂ５横（１８測点／頁）罫線あり（破線）／＋杭連続 

 Ｂ４縦（１８測点／頁）様式１４号／＋杭連続 

 Ａ４横（２４測点／頁）白紙（罫線なし）／＋杭連続 

・用紙サイズ／用紙の向き 

・マージン（上・左） 

 

 
＋杭連続・・・・測点名／プラス杭を・（使用する）時に 

  通常は 上段に前の No 杭 ／ 下段に＋杭の点名 

  ＋杭連続の書式を設定すると 

   上段に前の No 杭 ＋杭 を繋げて出力します 

 

行中間・・・・・変更前（あるいは後）の値のみ出力する時、測点の行の中間よりやや下の位置に測点名、値を出力します。 

  ※この時、測点・値の印刷位置は「上段」を必ず選択してください。 



TECHNO SYSTEM 

-   - 61

 

土量集計表 

 

 
 

 

 

・出力する値 

 変更前 上段／下段 

 変更後 上段／下段 

・０の値の出力···················０／空白(ｽﾍﾟｰｽ）／－ 

・項目名 

 出力する項目名 項目名１／項目名２

 出力順 １→２／２→１

 間隔 ０～２０

・表題 

 

 
 

 

・計算表様式 

 Ａ４横（２０項目／種別／頁）罫線あり・横線あり／なし 

 Ａ4 横（２０項目／種別／頁）罫線・横線あり／なし 

・用紙サイズ／用紙の向き          （４種別） 

・マージン（上・左） 
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土積計算表 

 

 
 

 

 

・測点名の出力位置 上段／下段

 測点名 ／ プラス杭 

・出力する値 変更前／変更後

・補正区分一覧表※を出力 する／しない

・土積計算表表題 

 

 
 

 

・計算表様式 

 Ａ３横（２２測点、６区分／頁）罫線なし 

 Ａ３横（２２測点、６区分／頁）罫線あり 

 Ａ３横（２２測点、１０区分／頁）罫線あり 

 Ａ３横（２２測点、１０区分／頁、埋戻）罫線あり※ 

・用紙サイズ／用紙の向き 

・マージン（上・左） 

 

※土積計算出力時に、使用した補正区分毎の項目名を一覧表形式で出力します。 
  本設定が有効な場合、土積計算表の印刷（またはプレビュー）が終った後に、出力確認のメッセージが表示されます。 

※埋め戻し計算の結果を出力する場合は、対応する帳票（Ａ３横（２２測点、１０区分／頁、埋戻）罫線あり）をご選択下さい。 

 マスカーブや、移動計算時には埋め戻しの結果（切土－埋戻）が差し引き切土として使用されます。 
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マスカーブ 

 

 
 

 

 

・プラス杭を印刷 する／しない 

・出力する値 変更前／変更後 

・プロットの方法 点プロット／十字プロット／結線 

 （十字の場合）十字の幅 

・計算表様式 

 Ａ３横／Ａ４横／Ｂ４横 罫線あり 

・用紙サイズ／用紙の向き ※ 

・マージン（上・左） 
※マスカーブプロットでの用紙サイズ様式設定と同じ、向きは横 固定でのみ使用可能です。 

 

 計算表様式でＡ０～Ａ２（プロッタ専用）となっているものはプロッタまたはＤＸＦでのみ出力が可能です。 

 プロッタを使用するには、システム条件の設定（P.17）を行う必要があります。 
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座標リスト 

 

 
 

 

 

・項目名 

 出力する項目名 項目名１／項目名２

 出力順 １→２／２→１

 間隔 ０～２０

・計算表様式 

 Ａ４縦（８０座標／頁） 罫線無し 

・用紙サイズ／用紙の向き 

・マージン（上・左） 

 

 

重心計算表 

 

 
 

 

 

・項目名 

 出力する項目名 項目名１／項目名２

 出力順 １→２／２→１

 間隔 ０～２０

・計算表様式 

 Ａ４横（４０断面／頁） 罫線無し 

・用紙サイズ／用紙の向き 

・マージン（上・左） 
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重心土量計算表 

 

 
 

 

 
 

・測点名の出力位置 上段／下段

 測点名 ／ プラス杭 

・出力する値 変更前／変更後

・値の出力位置 上段／下段

・項目名 

 出力する項目名 項目名１／項目名２

 出力順 １→２／２→１

 間隔 ０～２０

・計算表表題 

 土量のみ／法面積のみ／敷面積のみ／土量と法面積が混在 

 土量と敷面積が混在／法面積と敷面積が混在 

 土量・法面積・敷面積が混在 

 

 

 
 
・計算表様式 

 Ａ４縦（２７測点） 

Ａ４横（２０測点） 

 Ａ４縦（２７測点）[2] 

Ａ４横（２０測点）[2] 

 Ａ４縦（２７測点,２項目/頁） 

Ａ４横（２０測点,２項目/頁） 

Ａ４横（２０測点,３項目/頁） 

・用紙サイズ／用紙の向き 

・マージン（上・左） 

 

※「値の出力位置」は、項目「⑤ (L=(③×④)/①) 図心間の縦断方向距離」を除き有効となります。 
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４．測点・距離の入力 

 
 【３-2．値の入力設定】(P.44)を元に各測点の値を入力します。 

 

  １）《測点･距離》ウィンドウで、点名１・２の欄にそれぞれ「杭名」「番号（値）」を入力し

て Enter（リターン）キーを押して下さい。 

 例） 

 点名１ 点名２ 

No.1 の場合 No. 1 

+ 12.5 の場合 + 12.5 

 この時、【３-2．値の入力設定】において「No.杭」に設定されている杭名「通常は”No.”」
場合、Enter（リターン）キーを空打ちする事で、設定した「No.杭」が点名１にセットされ

ます。 

 この時、“＋”杭に関しては点名１に ＋（数値）の形式で入力しても、点名１と２にそれ
ぞれ名称が振り分けられます。 

 例） ＋１２．５  →  “＋“（点名１） と ”１２．５“（点名２） 

 

 また、同様に「No.杭は番号を１ずつ追加」が設定されている場合、点名２にカーソルがあ

るとき Enter を空打ちすると、前回の No.杭の測点で入力された「点名２」に＋１された値を

点名２にセットします。 

 例）”No.”が No.杭に設定されている場合 
No. 3 

+ 12.5 

No. 4 

 

 点名１にカーソルがある場合《測点名パレット》をマウスでクリック、ある

いは対応するファンクションキーを押すと、点名１に設定されている杭名が設

定されます。 

 《測点名パレット》の設定方法につきましては【３-2．値の入力設定】をご

覧下さい。 

 

 この時に単距離、追加距離いずれの値も入力しない設定になっている場合は

自動的に改行され、次の測点（次の測点が存在しない場合新しい測点）にカー

ソルが移動します。 

 

 

  ２）単距離 あるいは 追加距離を入力する。 

 【３-2．値の入力設定】で入力可能な単距離／追加距離のいずれかを入力して Enter を押

します。ここで「自動で単距離の値から追加距離を計算」が設定されている場合、もう一方

の距離の値が自動的に入力されます。 

 このあと、自動的に測点が追加され、新しい行にカーソルが移動します。 

 

  ３）以下、１）と２）の操作を必要測点分行って下さい。 

 

+1 
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 また、測点・距離入力の作業中に 

 ・「測点」「測点の挿入」を行いますと指定位置に入力数分の測点が追加できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

→ 

 

 

 

 

 

 

→

 

 

 

 なお、この際 

   ・「選択された測点の上に」を選択すると 

１ 挿入 １ 

２ → （新） 

３  ２ 

４  ３ 

 

   ・「選択された測点の下に」を選択すると 

１ 挿入 １ 

２ → ２ 

３  （新） 

４  ３ 

 

 ・「測点」「測点の削除」を行いますと、指定点数分の測点を削除あるいは空白に出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

→ 

  

 

 

 

→

 

 

 なお、この際 

   ・「測点の行を削除する」を選択すると 

１ 削除 １ 

２ → ３ 

３  ４ 

４  ５ 

 

   ・「測点の行を空白にする」を選択すると 

１ 空白 １ 

２ → （空白） 

３  ３ 

４  ４ 

 

 のようになります。 
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□除外区間の指定 

 計算書を出力する際に特定の測点及び、区間の面積・長の値を除外するための機能です。 

 除外指定された測点の項目（控除土量も含めて）の面積・長はすべて０として計算され、計算

表のそれぞれ相当する値「面・長」「平均」「土量」などは空欄で表示されます。 

 

１．１測点のみ除外する場合 

 1) 《測点･距離ウィンドウ》の除外したい測点までカーソルを移動して下さい。 

 

 2) 「測点(S)」「除外区間指定(L)」を選択して下さい。選択された測点の左端に

表示されている数値（行番号）が( )で囲まれます。 

 

 3) 指定した測点の除外指定を解除する場合は「測点(S)」「除外区間指定(L)」を

選択して下さい。数値の( )が無くなり、以後通常の測点扱いとなります。 

２．複数の測点を同時に指定する場合。 

 1) 《測点･距離ウィンドウ》で、除外したい区間始めの測点のある行の端の数字（行

番号）にマウスカーソルを合わせて、左ボタンを押して下さい。 

 

 2) マウスの左ボタンを押したまま、区間終りまでマウスを移動して下さい。区間

終わりの所までカーソルを移動したら、マウスの左ボタンを放して下さい。 

 

 3) 指定したい範囲が、反転表示されている事を確認してから、「測点(S)」「除外

区間指定(L)」を選択して下さい。選択された測点の左端に表示されている数値

（行番号）が( )で囲まれます。 

 

 4) 同様に除外指定を解除する場合は、範囲指定を行ってから、「測点」－「除外

区間解除」を選択して下さい。数値の( )が無くなり通常の測点として使用・出

力できます。 

 

 



TECHNO SYSTEM 

-   - 69

５．面積・長さの入力 

 
 【３-2．値の入力設定】(P.44)に基づき、各項目の面積・長を手入力、あるいは座標読み取り装

置を用いた面積・長の入力を行います。座標読み取りを行う設定の場合は、手入力と座標読み取り

を併せて（あらかじめ特定断面の面積が分かっている場合など）する事が出来ます。 

 

 1).《面積･長さ》ウィンドウを「処理」－「面積・長さの入力」メニューより開きます。 

    またはツールバーより を選択して下さい。 

  ※再度選択すると《面積･長さ》ウィンドウは閉じます。 

 

 
 

 2).変更前、変更後のいずれか（「面積・長の設定」で変更）が入力可能な状態（入力欄が白で

表示されています）になっていますので、カーソルを変更・入力する項目に移動して、面積・

長のデータを入力して下さい。 

   「控除土量」が必要な場合には、本作業で指定してある項目（項目の種別が「切控」「盛

控」としてある項目）に入力を行います。この場合は、控除したい土量の値を入力してくだ

さい。（詳細は土積計算表「控除土量の設定」をご覧ください） 

 

  ※この時、１つの項目に複数の断面が含まれていて、それらの値が分かっている場合は以下

のようにして面積・長の値を入力する事も可能です。 

   例）「切土」項目に断面が３つ含まれていて、それぞれの面積が１.２、２.２、３.１だ

った時。 

    入力欄に 

    1.2+2.2+3.1 （必ず半角で入力してください）と入力して 

    Enter（リターン）キー 

   を押してください。 

   計算が行われ、入力していた「切土」項目には ６.５が表示されます。 

 

 3).入力が終わりましたらEnter（リターン）キーを押して下さい。次の項目欄がある場合はカ

ーソルが一つ下の項目に、最後の項目欄の場合は、次の測点に移動して、最初の項目欄の位

置にカーソルが移動します。 

 この際、キーボードの 

PageUp（ＰＣ９８００ｼﾘｰｽﾞではRollDown）を押すと、《測点･距離》ウィンドウの測点が前

に移動します。 

PageDown（同上、RollUP）を押すと次の測点に移動します。 

 

 ※この時、《面積･長ウィンドウ》に項目が一つも表示されない場合はメニューの「設定」－「路

線条件」－「項目」で出力順が正しく設定されているかを確認して下さい。 
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 この時、キーボードから 

「Ａ」のキーを押す事で、１つ前の測点の同じ項目値をそのまま、この測点にも適用（入

力）する事ができます。 

 前測点と同一の面積である事があらかじめ分かっている場合などにご使用下さい。 
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６．図面の読み取り 
 

 「５．面積・長さの入力」(P.71)と同様に、各項目の面積・長さを座標読み取り装置を用いて入

力を行います。座標読み取りを行う設定の場合は、手入力と読み取りを混合（あらかじめ特定断

面の面積が分かっている場合など）する事が出来ます。 

 

 １）．「処理」「図面の読み取り」を選択します。 

   またはツールバーから を押して下さい。 

 
 ２）．縮尺・傾きの設定 

   図面の縮尺 

   図面の縮尺を設定します。変更が必要な場合は値の入力を行って下さい。 

なお、「図面の傾き」で 

「傾きなし」を選択した場合、縦方向のみの縮尺が入力できます。（縦・横同じ値にな

ります） 

「座標読み取り装置の設定を使用」を選択した場合、縮尺値は縦・横ともに1/1000固定

となります。 

「図面の水平な２点」を選択した場合、縦・横それぞれが指定できます。 

   図面の傾き 

   図面の傾き調整のため、以下の３種類の方法から選択して下さい。 

・傾きなし ・・・ 図面は、読み取り装置に対して平行にセットされていると見なして、

傾きの調整は行いません 

・座標読取装置の設定を使用 ・・・ 座標読み取り装置に傾き読み取りの機能がある場

合、その値を用いて傾き調整を行います。（あらかじめ、座標読取装置の傾

き調整の機能で、設定を行っておく必要があります） 

・図面の水平な２点 ・・・ 図面が読み取り装置に対してどれだけ傾いているかを計測

し、以降の読み取りに反映します。この設定は、別の図面に取り替えた時な

どに、再度設定し直して下さい。 
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 ３）．図面の傾き調整 

 ２）の設定「図面の傾き」で「図面の水平な２点」を選択した場合以下の画面が表示されま

す。 

 
 

 

 図面の傾きを補正するため、図面上の平行な線を左→右の順に読み取って下さい。 

  画面の表示が変わります。 

 
 

 図面の縦横の縮尺が同じ場合、図面の傾きは計算に２点間の距離が長いほど精度の高い傾き調

整ができます。 
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 ４）．実際の読み取り 

  １項目の読み取りは以下の手順にて行います。 

 

    i).図面上の１点を読み取る→「読み取り」 

 

    ii)．１断面を読み終えたらば 

     現在読み取り中の項目を終了、次の項目を読み取り 

      →「１項目終了」 

     現在読み取り中の項目に複数の断面（線）が含まれていて、続けて次の断面を読み

取る 

      →「１筆終了もう１筆あり」 

 

    iii) i,iiをくり返す。 

 

    iv)読み取った座標を１点ずつ無効にする→「１点戻る」 

     ※これで一度確定した断面、項目を１点ずつ戻す事は出来ません。この場合は、確

定した断面の値は削除されます。 

 

 以上の操作で座標の読み取りを行います。読み取り作業を中止する場合は、「処理」「図面の

読み取り」メニューを再度選択（または読み取りモニターを閉じます）下さい。 

 

 また、読み取り作業中には以下の設定を行う事が出来ます。「読み取り」メニューから選択して下

さい。 

 「縮尺・傾きの設定」 読み取る図面の縮尺値・傾きの再設定を行います。（前頁参照） 

 

 「センター位置の読み取り」 

１．重心計算の基準となる道路センターの１点の標高を入力します（但し計算条件が「重心計

算する(縦横とも)」に設定されている場合のみ）。 

 

 
 

２．重心計算の基準となる道路センターの１点を読み取ります。標高を入力してある場合は、

その標高の点を読み取りますが、標高を考慮しない場合は、センターであればどの高さでも

かまいません。 

 

  また１枚の図面に複数の測点があって、それぞれの測点のセンターがすべて１線上にある

場合は、その図面でこの「センター位置の読み取り」を１度実行するだけでかまいません。 

 

  別の図面を読み取る場合は、必ず「縮尺・傾きの設定」を実行してから「センター位置の

読み取り」を実行してください。 

 



TECHNO SYSTEM 

-   - 74

７．重心位置の入力 
 

 「６．図面の読み取り」(P.71)の際に「重心計算を行う」設定にすると、座標を読み取った際に

断面ごとに重心位置（センターからの離れ）が計算されます。 

 本処理において、各測点毎に半径（Ｒ）の値を入力しておく事により、これらの値をもとにした

重心位置を考慮した土量計算を行う事が可能となります。また、この時にクロソイドカーブのパラ

メータを指定する事でセンター位置のＲを計算する事も可能です。 

 

  計算結果は「重心対応の土量計算表（重心土量計算）」に出力する事ができ、「土量集計表」

「土積計算表」「マスカーブプロット」などの土量の値にも反映する事が出来ます。 

 また、あらかじめ各項目の重心位置が分かっている場合には、この処理において重心位置を直接

入力する事が出来ます。 

注意）ここでキーボードから入力した重心は「重心計算表」には出力しません。 

 

  １）《重心位置入力ウィンドウ》をメニュー「処理」「重心位置の入力」より開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２）表示される各測点に対して以下の処理を行って下さい。 

   測点名  入力済みの測点名が表示されます。変更は《測点･距離》ウィンドウにて行って下

さい（本ウィンドウでは変更出来ません） 

   Ｒ    各測点毎の半径の値（Ｒ）を入力して下さい。 

・小数点の桁数は「条件」「路線条件」「計算条件」にて設定して下さい。（重心

対応土量の ① 半径（Ｒ）） 

          この他に「空欄（設定なし）」「単ｶｰﾌﾞ始」「ｸﾛｿｲﾄﾞ終」が選択可能です。 

  → 設定方法につきましては、次ページ以降の説明をご覧下さい 

 

   センターからの離れ（横方向） 

項目毎にセンターからの離れの値が表示されます（座標読み取りを行った場合は、

読み取られた値）ので、必要な測点・項目について各値を入力して下さい。 

・小数点の桁数は３桁固定となっています。 

・表示される項目名は、《面積･長さ》ウィンドウに表示されている項目と同じ物

です。表示内容の変更は「条件」「路線条件」「項目」にて行って下さい。 

 

   また、この際に表示されている各値（重心位置）は、「変更前」「変更後」のいずれかにな

っています。切り替える場合は、画面右下の  で切り替えます。 

 

  クロソイドカーブのパラメータ指定を行いＲを自動計算を行う場合は「パラメータ設定」 

        → 設定方法につきましては、次ページ以降の説明をご覧下さい 

  行った変更を有効にする場合は「ＯＫ」無効の場合は「キャンセル」を押して下さい。 

  このウィンドウを閉じませんと、他の操作は行う事は出来ません。 
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Ｒの特殊な設定方法について 
 

 Ｒには数値以外に以下の値を設定することが可能です。 

 

 ・「単ｶｰﾌﾞ始」 

BC ～ SP ～ EC などで、BC に設定することで重心対応の土量計算方法が変更されます。 

 

例)測点名 単距離 半径(R)  センターから図心までの距離 

   BC  10 -  5 

   SP  10 50  10 

  

 □空欄を選択した場合の結果（※二重括弧の中身は出力されません） 
測点名 ①(R)半径 ②(X) ｾ ﾝ ﾀ ｰ

から図心ま

での距離 

③R'=①+②図

心までの距離 

④(L)ｾﾝﾀｰでの

縦断方向距離 

⑤ (L=( ③ ×

④)/①)図心

間の縦断方向

距離    

平均距離 

BC  

(空欄) 

 

(空欄) 

 

(空欄) 

 

10 

 

10 

 

10 

SP  

50 

 

10 

 

60 

 

10 

10 

12 

 

11 

 

□「単ｶｰﾌﾞ始」を選択した場合の結果（※二重括弧の中身は出力されません） 
測点名 ①(R)半径 ②(X) ｾ ﾝ ﾀ ｰ

から図心ま

での距離 

③R'=①+②図

心までの距離 

④(L)ｾﾝﾀｰでの

縦断方向距離 

⑤ (L=( ③ ×

④)/①)図心

間の縦断方向

距離    

平均距離 

BC  

((50)) 

 

5 

 

((55)) 

 

10 

 

10 

 

10 

SP  

50 

 

10 

 

60 

 

10 

11 

12 

 

11.5 

この様に、測点 BC で「単ｶｰﾌﾞ始」をＲ（①）で選択すると、次のＲの値を元に、Ｒ'（③）

を計算し、次の測点 SP での図心間の縦断方向距離 の計算を行います。 

  BC 50+5=55 

  SP   → 55*10/50=11 

   50+10=60 → 60*10/50=12  

      →  (11+12)/2=11.5 
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 ・「ｸﾛｿｲﾄﾞ終」 

KA1 -1～ KE1-1 ～ KE1-2 ～ KA1-2 などで、ｸﾛｿｲﾄﾞｶｰﾌﾞの終り（KA2）に設定することで

重心対応の土量計算方法が変更されます。 

 

 例) 測点名  単距離 半径(R)  センターから図心までの距離 

  KE2  10 50  5 

  KA2  10 -  5 

  

 □空欄を選択した場合の結果 
測点名 ①(R)半径 ②(X) ｾ ﾝ ﾀ ｰ

から図心ま

での距離 

③R'=①+②図

心までの距離 

④(L)ｾﾝﾀｰでの

縦断方向距離 

⑤ (L=( ③ ×

④)/①)図心

間の縦断方向

距離    

平均距離 

KE2  

50 

 

5 

 

55 

 

10 

11 

11 

 

11 

KA2  

(空欄) 

 

(空欄) 

 

(空欄) 

 

10 

(空欄) 

10 

 

10 

 

□「ｸﾛｿｲﾄﾞ終」を選択した場合の結果（※二重括弧の中身は出力されません） 
測点名 ①(R)半径 ②(X) ｾ ﾝ ﾀ ｰ

から図心ま

での距離 

③R'=①+②図

心までの距離 

④(L)ｾﾝﾀｰでの

縦断方向距離 

⑤ (L=( ③ ×

④)/①)図心

間の縦断方向

距離    

平均距離 

KE2  

50 

 

5 

 

55 

 

10 

11 

11 

 

11 

KA2 ((50)) 

(空欄) 

 

(空欄) 

 

(空欄) 

 

10 

11 

10 

 

10.5 

 

この様に、測点 KA2 で「ｸﾛｿｲﾄﾞ終」をＲ（①）で選択すると、前のＲの値を元に、図心間

の縦断方向距離(⑤)の計算を行います。 

  KE2 50+5=55 

  KA2   → 55*10/50=11 

             10 

      → (11+10)/2=10.5 

 

なお、本設定を解除する場合は空欄を選択して下さい。 
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クロソイドカーブのパラメータ設定について 
 

 クロソイドカーブにおいて、パラメータ（Ａ１､Ａ２、クロソイド終点など）を指定する事で、セ

ンター位置のＲを自動計算することが可能です。また、単カーブのＲの入力も簡単に行えます。 

 

 74 ページの「７．重心位置の入力」にて「パラメータ設定」を押して下さい。 

 

 「測点名」・「追加距離」：現在入力中の値がそれぞれ表示されます。 

 「形状」：指定した測点からののカーブの形状をリストより選択します 

・KA.→KE. クロソイドカーブのＫＡ．～ＫＥ． 

・円弧   クロソイドカーブ中の円弧（曲線）部分、または単カーブ 

・KE.→KA. クロソイドカーブのＫＥ．～ＫＡ． 

   「終点」：指定したカーブの終点の測点をリストから選択します。 

       リストには「行番号(画面左端の数字):測点名」の形式で測点が表示されます。 

      ※パラメータが入力されていない時に、この画面を表示しますと、自動的に終点 NO を表示

します。 

       これは、測点名１が「KA.」に対応する「KE.」、「KE.」に対応する「KA.」または「BC.」

に対応する「EC.」が入力されている場合のみ計算されます。 

 「回り方向」：クロソイドカーブ・単カーブの回り方向をリストより選択します。 

+ または - を指定します。 

   

   「Ａ１」、「円弧Ｒ」、「Ａ２」は「形状」で指定した設定によって入力する場所が異なります。 

  ※入力出来ない箇所は、背景色が灰色で表示されます。 

 「Ａ１」：KA.→KE.のパラメータＡ１を入力します（小数点桁数は３桁固定です） 

   「円弧Ｒ」：円弧のＲを入力します（小数点桁数は 

メニューの「条件」－「路線条件」－「計算条件」で指定します） 

 「Ａ２」：KE.→KA.でのパラメータＡ２を入力します（小数点桁数は３桁固定です） 

   「ｾﾝﾀｰ R」：クロソイドカーブでのセンター位置のＲ、単カーブのＲの値を表示されます。 

 

「回り方向」「Ａ１」「円弧Ｒ」「Ａ２」「終点 NO」値の入力を行いますと計算された結果が「ｾ

ﾝﾀｰ R」に表示されます。 

 

「ＯＫ」を押しますと計算されたｾﾝﾀｰＲの値を「重心位置の入力画面」の「Ｒ」をセットします。 

 「ｷｬﾝｾﾙ」を押しますと、入力されましたパラメータなどの値を破棄してこの画面を終了します。 

 

 ご注意：・この画面を表示すると、センター位置のＲの値が再計算されます。 

     前画面で「Ｒ」の値を手入力した場合でも、再計算の際に初期化（計算）され

てしまいます。 

     ・この画面で[OK]を押した場合でも、重心位置の入力画面で[ｷｬﾝｾﾙ]した場合は入力され

たパラメータなどは破棄されます。 
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8．各種計算表の出力 

 
   本プログラムでは一連の操作（一部の計算表を除き）によって以下の各種計算表が出力

可能です。計算表はモードによって出力可能な物が異なります。 

 

【土量計算モード】 

  ・データリスト／土量計算表／土量集計表／土積計算表（＋補正区分一覧表※） 

マスカーブ／座標リスト※／重心計算表※／重心土量計算※ 

   【移動計算モード】 

    ・移動計算表／移動集計表／移動マスカーブ（＋平衡線計算表※） 

 

   ※この内の、「座標リスト」「重心計算表」についてはメニュー「条件」「面積・長」

の読み取り設定であらかじめ使用する設定にしておく必要があり、座標読み取り装置に

よって「座標読み取り」の処理が行われなければなりません。  

    また「重心対応土量計算」は上記処理の他に、「重心位置の入力」により、半径（Ｒ）

の値が入力されている必要があります。 

   ※補正区分一覧表は土積計算表出力時、平衡線計算表は移動マスカーブ出力後に出力で

きます。 

 

１）メニューの「ファイル」－「印刷」を選択する。 

 またはツールバーから を押して下さい。 

 

 現在出力可能な計算表の一覧が表示されます。 

 
 

 ①出力する計算表を選択して下さい。 

 
この時、「計算表設定」ボタンを押せば、現在選択している計算表の路線条件を変更できます。 

 

 ②計算表を出力する測点の範囲を選択します。 
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重心位置を考慮した計算表 

  あらかじめ重心位置の情報がある場合、この値を基にした土量を計算表に使用する事が

可能です。 

 

  １．重心位置（センターからの離れ）は以下の方法で入力します。 

 

   ・「面積の読取りと手入力」で座標読み取り装置により、面積が読み取る。 

  （「条件」で重心計算を行う設定の場合） 

   ・「重心位置入力」で直接入力する。 

  また、各測点ごとに半径の値（Ｒ）を「重心位置入力」(P.74)で入力して下さい。 

 

  ２．出力可能な計算表を選択して下さい。 

   重心位置を考慮して出力可能な計算表は以下の通りです。 

    ・土量集計表 → 各項目の土量の値 

    ・土積計算表 → 各区分に含まれる土量の値 

    ・マスカーブ → 〃 

    ・移動計算表・移動集計表・移動マスカーブ 

    → 移動計算に使用する土量の値 

 

   これらの帳票をお使いになる場合は、①で計算表を選択した後に、「重心位置を考慮」

する（チェック）ようにして下さい。（もしくはメニューの「条件」「路線条件」「計

算条件」） 

   ※移動計算ではこの画面では変更できません（「路線条件」－「計算条件」） 

 
 

   あとは通常通り②以降の印刷手順に従って下さい。 

 

 

  また、同様に土量計算表として、専用の帳票「重心土量計算表」を使用出来ます。計算

表の一覧から以下の計算表を選択して下さい。 

    ・重心土量計算表 

 

 
 

 ※計算方法は「平均断面法」のみ使用可能です。 
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 ③「出力項目」を選択、画面右側の出力する項目のリストに、左側の項目のリストから 

 
 

  ［追加］  出力する項目に、選択した項目を加えます。 

  ［削除］  出力する項目から選択した項目を削除します。 

  ［空白］  その項目の出力位置に空白の項目を出力します。 

  ［上に］［下に］ 出力する項目リストで出力する項目の順序を並びかえます。 

 

土積計算表、マスカーブでは 

  ②の後に各計算表出力の際の「累加土量」「追加距離」の初期値を設定する事が可能です。

また、③での出力順は無効になります（設定の必要はありません）。 

 
  また、各項目の「補正区分」をここで変更する事が出来ます。 

 
 

  座標リスト、重心計算表では②③が使用出来ません。 

 

また、「プリンタの設定」で出力するプリンタとフォントを確認できます。 

出力するフォントを変更する場合、「変更」を選んで下さい。 

 

 ※本システムで設定するプリンタは Windows で設定されている「通常使うプリンタ」を使用

します。本システムで使用するプリンタを変更する場合は、「通常使うプリンタ」の変

更を行って下さい。 
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２）出力 

 ［ＯＫ］  プリンターに計算表を出力します。 

 ［プレビュー］ 画面上に《プレビュー》画面を表示します。 

 

 

  プレビュー画面での操作は以下の通りです。ツールバーからの操作も可能です。 

 ・ファイル 

   「印刷」：現在の内容（全てのページ）をプリンタに出力します。 

   「現在表示しているﾍﾟｰｼﾞを印刷」：現在プレビュー画面に表示しているページのみ、 

プリンタに出力します。 

   「閉じる」：プレビュー画面を閉じます。 

 ・編集 

   「コピー」：現在プレビュー画面に表示しているページをクリップボードに貼りつ 

けます。 

 ・表示 

   「前のページ」：前のページを表示します。 

   「次のページ」：次のページを表示します。 

   「拡大」：プレビューを拡大表示します。 

   「縮小」：プレビューを縮小表示します。 

 プレビューを終了して、作業に戻る場合は「閉じる」を押して下さい。 
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３）（マスカーブ・移動マスカーブの出力時のみ）、出力帳票の設定を行います。 

 
 □目盛り最大値、目盛り最小値 

 縦軸の目盛りでそれぞれ最大の値、最小の値を入力して下さい。なお、最大の値は０以上、最

小の値は０以下が設定可能です。 

 □縦目盛り 
 縦軸の目盛りの間隔を設定します。 

 □横縮尺 
 図面の横方向の縮尺を設定します。入力欄右側の（１頁）の値はより大きい数値を入れる事で

用紙１枚でマスカーブを作成する事が可能です。それ以下の値を設定した場合は、複数ページに

分割されて出力されます。 

 □縦縮尺 
 図面の縦方向の縮尺を設定します。入力欄右側の値より大きく入力する必要があります。 

□平衡線計算表を出力 
    移動マスカーブに出力される平衡線計算式の詳細（内訳）を出力します。 

    ※移動マスカーブ出力後、別の用紙に出力されます。用紙サイズはＡ４縦向き固定となってい

ます。 

 

   本帳票を出力する場合、移動マスカーブ出力後（またはプレビュー表示後）、出力確

認のメッセージが表示されます。 

 
 出力を行う場合は、「OK」を選択して下さい。 

 

 以上、設定を終えましたら再び［ＯＫ］を選択して下さい。 

  このとき、「簡易表示」ボタンを押しますと、現在の設定で出力した場合の簡易表示を行い

ます。前のページ、次のページを表示するにはそれぞれ「＜」「＞」ボタンを押して下さい。 

  縮尺等の設定の変更を行いますと、再び元の画面に戻ります。 
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テキスト・ＤＸＦファイル出力機能 

 本プログラムでは、通常のプリンタへの印刷の他に、他社の表計算ソフト（Excel、1-2-3

など）において読み込むことが可能なテキストファイルを作成する事も出来ます。 

 テキストファイルはマスカーブ・移動マスカーブを除く計算表で出力可能です。 

  また、マスカーブ・移動マスカーブは、ＣＡＤソフトで利用可能なＤＸＦ形式のファイル

で出力も可能です。 

 各種設定は「条件」－「システム条件」で変更可能です（設定内容につきましては、シ

ステム条件の設定のページ(P.17)をご覧下さい） 

  各表計算ソフトでのテキスト（TXT,CSV）の読み込み方法につきましては、お使いのア

プリケーションのマニュアルやヘルプなどをご参照下さい。 

 

 ２．テキストファイルへの出力手順は以下の通りです。 

  1) テキストに出力したい路線を開いた状態から、「ファイル」－「印刷」を選んで下

さい。 

 

  2) プリンタへの印刷方法と同様に、「出力表種類」から出力したい帳票を選択してく

ださい。 

   

  3) 必要に応じて「計算表設定」にて出力の方法を選択して下さい。 

  ※ただし、テキスト出力の場合は「出力様式」や「用紙サイズ」など帳票設定の選択は

無効となります。表題部分もファイルには出力されません。 

   ＤＸＦの場合は、出力サイズ・位置は「計算表設定」で設定して下さい。 

 

  4) 「出力項目」や「補正区分」の設定を終えたら、「ﾃｷｽﾄ･DXF 出力」を選択して下

さい。 
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  5) 以下のような画面が表示されますので設定を行った上で「テキスト出力」のボタン

を押して下さい。 

  

   テキストファイル出力   ＤＸＦファイル出力 

  「１行の項目数」 １ページ（１ページ毎に改行が入ります）に出力可能な項目

数です。 

  「１ページの行数」 １ページを何行（項目名などの見出しを除く）で出力するか

設定します。小計・合計などの行もこれに含まれます。 

  また、１行は２行分（上・下段）で１組となっています。 

  「ファイル出力後にフォルダを開く」 

 

 以上の設定を行いましたら、「テキスト出力」のボタンを押して下さい。 

 

 ※ＤＸＦによる出力の場合で、複数のページに分割される場合 

 

   ２ページめ以降のファイル名は 

     （指定したファイル名）_（ページ No.）.DXF になります。 

 

   例）ABC.DXF を３ページ分割で出力した場合 

  １ページ目：ABC.DXF 

  ２ページ目：ABC_2.DXF 

  ３ページ目：ABC_3.DXF 
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９．上書き保存・名前を付けて保存 
  これまでの作業で、入力されましたデータ（測点名、距離、面積・長など）や、項目名、計算

条件などの設定を「路線ファイル」と呼ばれる１つのファイルに保存します。保存された路線ファ

イルは、「２．開く」(P.37)によって、再度編集やデータ追加が可能となります。 

 

□新規路線（一度も保存されていない路線）の場合、または別の路線ファイルを作成して保存した

い場合 

 １）メニュー「ファイル」「名前を付けて保存」を選択。 

 ２）画面には《名前を付けて保存》ウィンドウが表示されます。 

 
 

   「ファイル名」の部分に 

 ①任意のファイル名を入力 

②［保存］を押して下さい。 

  既に使用されているファイル名を入力した場合、 

 ①「(ファイル名)は既に存在します。上書きしますか？」と言うメッセージが表示されます 

 ②入力された路線ファイルを上書き保存したい場合は[はい]、上書きしたくない場合は 

［いいえ］を選択して、再度別のファイル名を入力して下さい。 

 

□現在編集中のファイルに上書き保存したい場合 

 一度保存作業を行った路線を、そのままのファイル名で保存したい場合は 

 メニュー「ファイル」「上書き保存」を選択して下さい。 

 またはツールバーより を選択して下さい。 

 

 また、編集中の路線が新規路線の場合にこのメニューを選択しますと、自動的に《名前を付けて

保存》が表示されますので、上記の手順に従ってファイル名を付けて保存して下さい。 
 

※注意 

 路線ファイルをフロッピーディスクに保存する場合は、必ずフロッピーディスクドライブにフロ

ッピーをセットしてから「保存する場所」を変更して下さい。また、セットするフロッピーディス

クは、ご使用のＷｉｎｄｏｗｓ環境で読み込み、書き込みが可能である様にフォーマット（初期化）

されている必要があります。 

 初期化の手順はご使用のＷｉｎｄｏｗｓのマニュアル等をご参照下さい。 
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１0．TS-DOR の終了 
 「プログラムの終了手順」(２１ﾍﾟｰｼﾞ)によりプログラムを終了します。 
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移動計算モード 
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概要 
 

 【土量計算モード】では、おもに路線データ値の入力と土量計算・土積計算を行いました。 

 【移動計算モード】を選択すると、それらのデータを用いて測点間の土量移動処理を行うことが

可能になります。 

 移動処理の方法には、大きく分けて以下の２つがあります。 

プログラムによる『土量移動処理（自動）』 

任意の土量移動を行う『土量移動処理(手動)』 

 

計算された内容に関しては、「移動計算表」「移動集計表」「移動マスカーブ」に出力すること

が可能です。 
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画面の説明 
 

移動計算モードでは、以下の様な画面で作業を行います。 

 
 

○メニュー 

 
 

本プロラムの全ての機能を使用可能です。その時点で、使用出来無い機能は、メニューが 

選択できない状態になります。内容については「メニュー」の項をご覧下さい。 

 

○ツールバー 

 
 

頻度の高い操作手順を、簡単に呼び出すことができます。 

表示・非表示が選択可能です（メニュー「表示」「ツールバー」にて変更）。 

 

○ステータスバー 

 
 

 

移動作業や印刷など本プログラムをご使用中に、現在の状況を表示します。 

また、《ツールバー》において現在マウスの指しているボタンの機能を表示します。 

表示・非表示が選択可能です。（メニュー「表示」「ステータスバー」にて変更） 
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測点・土量ウィンドウ 

 

 

 

 測点名称・その測点における単距離・半径などが表示されます。

ここでは、表示された値を修正することや測点を追加することはで

きません【土量計算モード】で行います）。 

 補正区分の設定・項目の設定により、各区分別に土量の値が表示

され、また、（手動、自動などの）移動計算を行うことによって、

各測点別の残土・不足土を表示し、マウス操作によって各計算を実

行します。 

なお、このウィンドウで現在カーソル（黒い枠線）がある測点

の値を、項目ウィンドウ、内容ウィンドウにて表示します。 

 

 なお、補正区分名が()で囲まれているものは流用不能区分、<>

で囲まれているものは埋め戻し区分です。 

 

 

移動項目ウィンドウ 

 

 

 

 

 現在《測点・土量ウィンドウ》によって選択された（カーソルが

ある位置の）測点の各項目の土量、面積（長さ）の場合）が表示さ

れます。 

 表示される（使用する）項目は、「条件」－「路線条件」－「項

目」により選択することができます。 

 《測点･土量ウィンドウ》において、補正区分を選択することで、

その補正区分に含まれる（設定されている）項目の背景を白色で表

示します。 

 

 

 

移動内容ウィンドウ 

 

 
 

 

 現在《測点・土量ウィンドウ》によって選択された（カーソルが

ある位置の）測点に対して行われた、「測点間の土量移動」などの

作業内容を表示します。 

 表示される内容に対して「作業の追加」「変更」「削除」などの

コマンドを選択することで、各測点ごとの累加土量を変化させるこ

とができます。 
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残土・不足土 

 

 

 

 現在《測点・土量ウィンドウ》によって選択された（カーソルが

ある位置の）測点に対して行われた、「測点間の土量移動」による、

残土・不足土の変化を表示します。 

 「閉じる」ボタンを押すと本画面を終了します。 

表示する場合は、メニュー「表示」「残土・不足土」を選択して下

さい。 

  

 

簡易マスカーブ 

 

 
 

 

 移動処理を行う前と、行った後（現在の）マスカーブを簡易的に

表示します。 

 移動前は緑色のラインで、移動後は紫色のラインで表示されま

す。移動前・移動後の表示順（どちらを上に表示するか）を変更す

る事が可能です。 

 また、《測点・土量ウィンドウ》で、現在カーソルのある測点の

箇所が水色の点で表示されます。 

 

 「閉じる」ボタンを押すと本画面を終了します。 

表示する場合は、メニュー「表示」－「簡易マスカーブ」を選択し

て下さい。 
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キーボード・マウスでの操作方法 

 

キーボードのキー設定 
 

本プログラムでは、Windows のキー操作（マニュアルや市販の

解説書をご覧下さい）の他に、一部のキーを用いる独自の操

作をする場合があります。 

 

 
 

 ［PageUp］［PageDown］（ページアップ、ページダウン） 
（ＰＣ－９８００ｼﾘｰｽﾞではそれぞれ［ROLL DOWN］［ROLL UP］（ロールダウン、ロールアップ） 

《内容ウィンドウ》での作業中、表示中の作業内容が参照する測点の上下移動に使用されます。 

 

 PC-AT 互換機 PC-9800 ｼﾘｰｽﾞ

測点上（↑） Page UP ROLL DOWN 

測点下（↓） Page Down ROLL UP 

 

 [       ]（スペース、空白） 
各種設定の画面で、チェック（ 、Ｘなど）のＯＮ／ＯＦＦの切換に使用します。 

 

 [Tab]（タブ） 
設定画面などで、キーボードにて次の入力欄に移動したい場合に使用します。 
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マウスによる操作 
 

 本プログラムでは一般的なマウス操作（クリック、ダブルクリック）等に加え、以

下の様な操作を行う場面があります。一般的なマウス操作や、用語等に付きましては

ＯＳ添付のマニュアル等をご参照下さい。 

 

 

 注意：本文中の説明ではマウスのボタン設定を「右きき用」として設定してあるとして説明して

います。「マウスのボタンを反転」（または「左きき用」）の設定がしてある場合はそれぞれ、ボ

タンを逆に読み替えて下さい。 

 

全体での操作 

・ 《測点･土量ウィンドウ》《移動項目ウィンドウ》《移動内容ウィンドウ》の切り替えは、各

ウィンドウのタイトル部分をマウスで選択して下さい。 

 
・ 設定画面上でのチェックの状態を切り替える場合には、マウスで該当する欄をクリックして

下さい。 

 

《測点･土量ウィンドウ》での操作 

・ ・《測点･土量ウィンドウ》で任意の測点の行をクリックすると、対応する測点の情報が 

《移動項目ウィンドウ》および《移動内容ウィンドウ》で表示されます。 

 

 

 

 

 この時、指示された桁に補正区分があった場合、《移動項目ウィンドウ》でその補正区分に

設定されている項目の背景が白で表示されます（それ以外は灰色） 
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・ 右クリックを行うと、「作業の追加」「移動不能区間」などの設定メニューを表示します。 

 

 

 

・ 移動作業を追加する際には、ドラッグ＆ドロップ機能が使用できます。 

（詳しい操作方法は「土量移動処理（手動）」のページ(P.105)をご覧下さい） 

 

 

《移動内容ウィンドウ》での操作 

・ 作業内容をダブルクリックすることで、作業内容の変更が可能です。 

 

 

    
 

・ 右クリックを行うと、「作業の追加」「作業の削除」などの設定メニューが表示されます。 
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移動計算モードの流れ 
 

移動計算モードでは、概略として以下の様な処理手順に従い、作業を行います。 

 

 

  ・・・「プログラムの起動方法」（P.16）をご覧下さい。 

 

 

 

 

 

  移動計算モードへ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・・・土量計算モードの「各種計算表の出力」（P.75） 

  をご覧下さい。 

 

 

 

 

   

  ・・・土量計算モードの「上書き保存・名前を付けて保存」 

  （P.82）をご覧下さい。 

 

 

 

  ・・・「プログラム野終了方法」（P.23）をご覧下さい 

 

 

 

 次のページよりそれぞれの処理の詳細について説明します。 

プ ロ グ ラ ム 起 動 

１ ． 土 量 計 算 モ ー ド 

2 ． 路 線 条件 の設定 

2 - 1 . 計 算 条 件 2 - 2 .補正区分条件

2 - 3 . 項 目 条 件 2 - 4 . 計 算 表 条 件

3 ． 移 動 計 算 処 理 

3 - 1 . 土量移動処理 （自動 ）

3 - 2 .  土量移動処理（手動）

計 算 表 出 力 

フ ァ イ ル の 保 存 

プ ロ グ ラ ム の 終 了 
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処理手順 
 

プログラムの操作手順について順をおって説明します。大まかな処理の流れや、画面

の名称や意味などにつきましては、前章をご参照下さい。 

 

 

１．土量計算モード 
 移動計算モードでの作業を行うため、土量計算モードで路線の作成・または既存の路線データを

開いておく必要があります。手順は土量計算モードの「１．プログラムの起動・路線の新規作成」

(P.36)や「２．開く」(P.37)をご覧下さい。 

 

 

移動計算モードに入る手順 
 移動モードに入るには、以下の手順に従って下さい。 

 

 

１ 土量計算モードで、路線データを準備して下さい。 

（測点が１測点以上入力されている必要があります） 

 

 

 
 

２ メニューの「処理」から「移動計算モード」を選択して下さ

い。 

 （ツールバー・簡易メニューからも選択できます） 

 

 
 

３ 移動計算モードになります。 
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土量計算モードに戻る手順 
 測点や、面積・長さの修正が必要になった場合など、移動モードから土量計算モードに戻る場合

には、以下の手順に従って下さい。 

 

１ 移動計算モードで作業を行っています 

 

 

 

２ メニューの「処理」から「土量計算モード」を選択して下さ

い。 

 （ツールバー・簡易メニューからも選択できます） 

 

 
 

３ 土量計算モードになります。 

 

 

 

 
 

 

また、移動計算モードの際に「新規路線の作成」や「開く」などの処理を行った場合は、移動計

算モードを終了し、土量計算モードに戻ります。 

 ※ファイルを開いた直後は必ず、土量計算モードになります。 
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２．路線条件の設定 
 移動作業や計算表出力を行う前に、あらかじめその路線で必要な設定を行って下さい。 

 設定した条件は基本的に任意の時点で変更・追加することが可能です。 

 ※ここでは、移動計算モードのみで使用する条件の説明をします。 

 

１ メニューから「条件」－「路線条件」を選択。 

 

 

 

 

２ 路線条件に関する設定が表示されます。本ウィンドウを表示

した後、設定・変更の必要な条件をさらに選択して下さい。

 

移動計算で必要な条件は以下の通りです。 

□計算条件（３-1） 

□補正区分（３-2） 

□項目（３-3） 

□計算表 2(移動計算)（３-4） 

 

設定終了後「閉じる」で本ウィンドウを閉じて下さい。 
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２-1．計算条件 

 入力や出力の前に、あらかじめその路線にて必要な設定を行って下さい。 

 設定した条件は基本的に任意の時点で変更・追加する事が可能です。 

 

１ 路線条件から「計算条件」を選択して下さい。  

 

２ 以下の設定を行って下さい。 

 

『計算方法』『重心対応土量』 

【土量計算モード】(P.50)の説明をご覧下さい 

 

『移動計算』 

 

□移動計算で No 杭以外の測点を使用する／しない

本システムでプラス杭を使用するかどうか選択し

ます。設定を変更しますと、移動不能区間の設定

が解除されますので、再度設定を行って下さい。

 

□移動計算で使用する面積・長さ 変更前・変更後

移動計算モード（出力する計算表も含め）で使

用する、面積値・長さの値を、変更前・変更後

のいずれかの値を使用するか選択できます（変

更後を使用する場合、変更後の値が無い項目は

変更前の値が使用されます）。 

 

 

□移動距離 

 移動計算を自動で行う場合、移動する方法や距離

を設定しておく必要があります。それぞれ最低１

つ以上は入力して下さい。 

 

 「距離」… １つ上の行のの「距離」設定から、本

設定までの距離を１つの移動方法として扱いま

す。単位はメートルで入力して下さい。 

  例） 

 

 

 

 

 

 

 「移動方法」…「距離」で設定した範囲のそれぞ

れ移動方法名称を入力して下さい。 

 例）「ブルドーザ」、「ダンプ」など 

 

この時、移動方法を追加したい時は「追加」 

入力された方法を１つ削除したい場合は「削除」 

ボタンをそれぞれ押して下さい。 

□移動方法 1以上の移動方法は全て移動方法 2で処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）移動マスカーブを出力する際は、

移動方法は２種類までしかご使用でき

ません（ブルドーザ、ダンプトラック

など）このため、２つめの距離は例の

様な大きめの値を設定して下さい。 

No. 距離 範囲 

１ 60 ０m より上６０m以下 

２ 9999999 ６０m より上４０m以下 
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 移動マスカーブで使用されます。移動方法（平衡線計算）

の処理に関する設定です。 

 例）移動方法１ ０～６０（ブルドーザ） 

   移動方法２ ～   （ダンプトラック） 

  の場合 

・ チェック無し 

０～６０mまではブルドーザとして処理 

８０m は ６０m までの移動量によって、ブルドーザと

ダンプトラックの移動に土量が振り分けられます 

それより大きい移動は全てブルドーザとして処理され

ます。 

・ チェックあり 

０～６０mまではブルドーザとして処理 

それより大きい移動は全てダンプトラックとして処理

されます。 

 ※計算手順につきましては、「移動マスカーブ」出力時の

「平衡線計算表」をご覧下さい。 

 

４ 設定が終了したら 

・設定を有効にする時は[ＯＫ] 

・取り消して入力の画面に戻る[ｷｬﾝｾﾙ] 

を選択して下さい。 

 

※ この時、「計算」－「自動的に再計算」が有効に

なっている（チェック状態）場合、移動作業の内

容が更新されます。この設定が無効の場合は、「計

算」－「移動計算（再計算）」を実行することで、

「移動方法の設定」を元に再計算が行われます。

 

 

 

 

 
２-2．補正区分 

  

１ 路線条件から「計算条件」を選択して下さい。  

 

２ 以下の設定を設定して下さい。 

 

□流用不可 流用不可（ ）／流用可能（ ）

選択した区分が横方向、測点間で流用不可能であ

る場合、本設定をして下さい。 

 

 

その他の設定は土量計算モードの説明(P.51)をご覧

下さい。 

 

３ 設定が終了しましたら 

・設定を有効にする時は[ＯＫ] 

・現在の設定を取り消して入力の画面に戻る時は[ｷ

ｬﾝｾﾙ]を選択して下さい。 
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２-3．項目 
  面積・長さの入力や、各種計算表で出力する項目の名称、種別などを設定します。 

 ここでは、移動計算で使用される項目の出力順を設定して下さい。 

 

※設定を行っていない場合、自動的に「面積・長さ」の使用順が割当てられます。 

設定時には以下のメッセージが表示されます。 

 
 

１ 路線条件から「項目」を選択して下さい。 

項目の設定を確認の上、「出力順」のボタンを押し

て下さい。 

 

※その他の設定は【土量計算モード】での説明

（P.52）をご覧下さい。 

 

 
 

２ 「出力順」から「移動計算」の項目を選択（１画面

に表示できない場合は、出力順枠の下にあるスクロ

ールバーをご使用下さい）して下さい。 

 

□項目 

項目設定で登録された項目名が表示されます。 

現在選択中の計算表で、既に使用されている項目

名は背景が緑色で表示されます。 

登録の際は、未使用（背景が白色のもの）の項目

をマウスでクリックして下さい。 

 

□出力順 

実際にこの路線で使用される項目の一覧が表示

されます。 

 

 

 

 

２ 出力したい項目名を、順にマウスでクリックして下

さい。（未選択（白色）から選んで下さい） 

 クリックした物が出力順の欄に加えられます。 

 

 
 

３ この他にも以下の処理が可能です 

「上に」「下に」 

出力順に登録済みの項目の順序を並び

替える事が出来ます。 

「削除」 
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出力順に登録された項目から選択され

た（カーソルのある）物を削除します。 

「全消去」 

出力順に登録された物を全て破棄し、再度設定を

行います。 

４ 設定を行いましたら[ＯＫ]を押して元の画面に戻っ

て下さい。 

変更を無効にする時は[ｷｬﾝｾﾙ]を押して下さい。 
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３-4．計算表の設定 

  計算表の出力を行う前に、必要な出力書式の設定を行います。 

 

１ 路線条件の「計算表 2」から設定したい項目を選択

して下さい。以下の３種類が使用可能です 

 ・移動計算表 

 ・移動集計表 

 ・移動マスカーブ 

 

 

 

以下の設定を設定して下さい。 

 

出力値（移動計算表） 
□測点名の出力位置 上段／下段

測点名、単距離値を、行のどの位置に出力するか設定しま

す（特別指定が無い限り、それ以外の値は位置固定になっ

ております） 

・プラス杭に対応する No.杭を付ける 有効／無効

プラス杭を出力する際、前点の No 杭を検索し、併せて印刷

します 

例）「No.06」の後に「+15.0」の測点が並んだ場合 

 有効→ 「No.06 +15.0」と出力 

 無効→ 「+15.0」と出力 

 

 

表題（移動計算表・移動マスカーブ） 
□表題 

計算表に出力される表題を指定して下さい。 

※字数に制限はありませんが、長すぎると帳票によっては

正常に出力できない場合があります。 

 

 

２ 

 

マスカーブ（移動マスカーブ） 
□ プロットの方法 

マスカーブ出力時の描画方法を指定します。 

点プロット／十字プロット／結線 

・十字プロットを選択した時には十字の幅をミリ単位で指

定します。 

□ 線種 

平衡線（平均・最大） 

平衡線の線の種類を設定します。プロットの方法で「結線」

を選択した時のみ有効です。 

□平衡線計算表を出力 

 移動マスカーブ出力後、平衡線計算表（詳細）の出力を行

います。 
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 帳票（移動計算表・移動計算集計表・マスカーブ） 
□表題 

出力される計算表の表題を設定します。 

□計算表様式 

計算表毎に設定可能な、出力の様式（基本の用紙サイ

ズ・向き・罫線の有無など）を選択します。様式のサン

プルは添付の出力例をご参照下さい。 

□用紙サイズ、用紙の向き 

 ここでは、実際にプリンタから出力する際に使用され

る用紙のサイズ、用紙の向きを設定する事が出来ます。

計算表様式で「基準」となる用紙の設定と異なる用紙

を設定した場合は、その用紙のサイズに合わせて文字、

罫線などが自動的に拡大・縮小されます。 

※マスカーブは、「計算表様式」で指定された用紙サ

イズ・向きでのみ出力されます。この設定は使用できま

せん。 

□マージン 

出力用紙において、印刷開始位置の微調整を mm 単位

で行う事が出来ます。余り大きな値を入れた場合には、

正常な位置に印刷が行えない可能性がありますので、実

際の印刷前に「プレビュー」を使用して大体のイメージ

を確認される事をお薦めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 設定が終了しましたら 

・設定を有効にする時は[ＯＫ] 

・現在の設定を取り消して入力の画面に戻る時は[ｷｬﾝｾﾙ]

を選択して下さい。 
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３．移動計算処理 
あらかじめ計算されている土量値を元にして、測点間での土量移動処理を行います。 

本プログラムでは、大きく分けて 

・ あらかじめ設定された条件に従い、各測点ごとに発生した「残土」を「不足土」

に移動する「土量移動処理（自動）」 

・ 土量値をマウスやキーボードを用いて、任意の測点の土量を任意の測点に移動す

る「土量手動処理（手動）」 

の二つのいずれか、あるいは両方を使用して、作業を行います。 

 

移動内容ウィンドウ 

 本作業で中心となるのは、各移動作業を記録、編集可能なウィンドウである【移動内容ウィン

ドウ】です。 

 
  「固」 

その作業が、固定であるか非固定であるかを表します（固定時は”＊”が付きます） 
 ※固定についての説明は、「２．土量移動処理（手動）」をご覧下さい 

 

  「移動元（先）」 

測点名と矢印によって、土量の流れを表示します。 

見方としては 

 (→)[測点番号] 測点名 (→) 

となっており、矢印の付き方でそれぞれ 

 

・例１ 

 → [2] No.3 

…「測点「No.3」（測点番号２）に、選択された測点の土量を移動

しました」 

・例２ 

[6] No.5 → 

…「測点「No.5」（測点番号６）から、選択中の測点に向けて土量

が移動してきました。」 

 

 

  「量」 

 実際移動した土量の値を表示します。 
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３-１．土量移動処理（自動） 

 あらかじめ「条件設定」にて、設定された「移動方法」（流用可能な距離）に従って、 

  測点ごとに発生した「残土」を「不足土」へ移動処理を自動的に行います。 

 ※移動処理の本システムでの処理方法の詳細は後程説明します。 

 

 また、本システムでは「移動不能境界」を設定（メニューから「移動」－「移動不能境界」

を選択）することにより、この境界で分けられた測点の区間の中だけで流用作業を行う事も可能

です。 

  

 

 

 

 

 

    境界を設定していない場合     境界を設定した場合 

 

１ メニューから「条件」「路線条件」を選択して「計

算条件」「移動方法」の設定を確認して下さい。 

 

 

２ （移動不能境界を設定する場合） 

移動不能境界を設定したい境界線の上の測点を選択

して下さい（任意の測点をマウスでクリック）。 

その後、メニューから「移動(M)」-「移動不能境界

(N)」を選択します。 

 （またはツールバーの  ） 

 

３  設定画面が表示されますので、それぞれ設定を行

った上で「ＯＫ」を選択して下さい。 

 

・ 「移動不能境界の前点を指示」 

  移動不能境界を設定したい境界線の前の測

点を選択して下さい。 

・ 「追加」 

  選択する事で指示した移動不能境界を追加

する事ができます。 

・ 「削除」 

画面右側に追加された境界線前点の測点を削除

 

 

  この区間で移動 

      移動不能境界

  この区間で移動 

 

 

  この区間で移動 
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（移動不能境界を削除）します。 

 ・「測点名」 

  設定された移動不能境界の前点の測点一覧です

４ 「移動処理」「移動計算（再計算）」を選択して下

さい。上記の設定に基づいて移動処理が実行されま

す。（ツールバーの   でも実行可能です） 

 

 移動処理が行われた測点の「残土」「不足土」の値は、「測点・土量ウィンドウ」におい 

て紫色で表示されます。この値にてマウスカーソルをクリックすると、選択した測点の移動内容が

「内容ウィンドウ」に表示されます。ご確認下さい。 
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３－２．土量移動処理（手動） 

土量の移動元となる測点と移動先の測点をマウスなどで指示し、その間で入力した土

量を移動します。 

・あらかじめ「この移動は必ず実行したい」 

 ・自動移動計算後に「この移動（土量）を修正したい」 

などと言った場面などで使用する事が可能です。 

 

  なお、手動で移動作業を行いますと、その作業は「固定」指定となります。 

 固定指定となった作業には、《移動内容ウィンドウ》の「固」欄に”＊”のマークが付きます。 

 

この指定がなされた測点の作業内容は、「再計算（自動計算）」を実行しても、かならず 

処理が実行されます。 

 （「固定」されていない作業内容は、一度内容を初期化して、自動計算処理が行われます。） 

 

移動作業の追加 

 作業の指定方法には以下の方法のいずれかで行います。 

 

□ マウスによる、ドラッグ＆ドロップ操作を使用する場合 

１ 《測点・土量ウィンドウ》の、土量移動元に指定す

る測点の「残土」欄をマウスで指示して下さい。 

※ マウスで指示する際は、「残土」欄の枠の位置（下

図参照）にマウスポインタを近づけて下さい。 

 

 

 

 

  マウスポインタが「プラス（   ）」から 

「矢印（   ）」に変わり、移動（ドラッグ）可能な

状態になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ １．の状態でマウスの左ボタンを押して（ボタンは

押したままです）土量を移動したい測点の所まで移

動して下さい。 

 

 

 

 

 

３ 移動したい測点の所で、マウスの左ボタンを離して

下さい。 

 

 

 

 

 

1234.56
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４ 移動設定を行う画面が表示されます。それぞれを設

定した後、「ＯＫ」を押して下さい。 

 

現在の測点 

 移動元（または先）となる測点名が表示され

ます（ドラッグ開始の測点が入ります）。 

移動先（元） 

 移動先（または元）の測点名を設定します。

ドラッグ＆ドロップした場合は、ドロップし

て指定した測点名が選択されています。 

移動する土量 

 移動元→移動先間で移動される土量を設定し

ます。 

移動方向 

「から移動（↑）」／「へ移動（↓）」 

上記の「現在の測点」と「移動先（元）」と

の移動の向きを変更する場合に使用します。

 

 

５ 移動が終了しますと、 

 《測点・土量ウィンドウ》で指定した測点の「残

土」「不足土」の値が増減され、紫色で表示されま

す。 

 《移動内容ウィンドウ》に、移動作業が追加され、

固定指定が”＊”（固定）の状態になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ メニューを使用する場合 

１ 移動元になる測点をあらかじめマウスで指示（クリ

ック）しておいて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ メニューの「移動」－「追加(点間移動)」（または

ツールバーの   ）を選択して下さい。 

 

 

 

 

 

３ この後は「マウスによる、ドラッグ＆ドロップ操作

を使用する場合」の手順４．以降に従って操作して

下さい。 
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移動作業の変更 

追加された（または、土量移動処理（自動）で設定された）移動作業の内容を変更する場合の処

理です。 

 

１ 「移動内容ウィンドウ」で、変更したい作業内容を

指示（クリック）して下さい。 

 

 

２ メニューの「移動」－「作業内容の変更」（または

ツールバーの   ）を選択して下さい。 

 

 

 

 

 

 

３ 選択した作業内容が表示されますので、「移動作業

の追加」の場合と同様に、設定を行った後「ＯＫ」

を選択して下さい。 
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移動作業の削除 

追加された（または、自動で設定された）移動作業の内容を削除する場合の処理です。 

 ※メニュー「計算」「自動的に再計算」にチェックが付いた状態だと、削除した内容が再度表示

される場合があります。この場合は「自動的に再計算(A)」を再度選択して・を消した状態にして下

さい。 

 

１ 「移動内容ウィンドウ」で、削除したい作業内容を

指示（クリック）して下さい。 

 

 

２ メニューの「移動」「作業内容の削除」（またはツ

ールバーの   ）を選択して下さい。 

 

 

 

 

 

３ 削除する場合は[ＯＫ]を、削除を取りやめる場合は

[ｷｬﾝｾﾙ]を選択して下さい。 

 

 

 

 

 

移動作業初期化 

追加された（または、自動で設定された）移動作業の内容をまとめて削除する場合の処理です。 

 削除は、全ての移動内容か、手動での移動は除くかを選択できます。 

 

１ メニューの「移動計算」「移動作業初期化」（また

はツールバーの  ）を選択して下さい。 

 

 
 

２ 削除する内容を確認する画面が表示されます。 

 

 ・全ての移動内容を削除する場合 

（手動で行われた移動（固定）を含みます） 

             → 「全ての移動」

・自動で行われた移動のみを削除する場合 

（手動で行われた移動（固定）は除きます） 

             → 「固定は除く」

・削除をやめる場合    → 「ｷｬﾝｾﾙ」 

 

 
 

３ 指定された作業内容に合わせて、移動内容が削除さ

れます。 

 

 



TECHNO SYSTEM 

-   - 112

固定・非固定 

自動で設定された作業内容（非固定状態）の物を、再計算時にも必ず実行されるように「固

定」化する事が出来ます。 

また、固定化した作業を再び非固定に戻す事も可能です。 

 

１ 《移動内容ウィンドウ》で、固定化（非固定化）し

たい作業内容を指示（クリック）して下さい。 

 

 

２ メニューの「移動(M)」「固定/非固定(K)」（または

ツールバーの  ）を選択して下さい。 

 

 

 

 

 

３ 固定化（非固定化）する場合は[ＯＫ]を、取りやめ

る場合は[ｷｬﾝｾﾙ]を選択して下さい。 

 

 

 

 

 

 

この後に、「１．土量移動処理（自動）」を実行する事も可能です。 

※この場合、手動で移動した作業内容（固定）は優先的に必ず処理されて、その後に移動

処理が実行されます。 

逆に、「１．土量移動処理（自動）」を実行した後に、手動で土量の移動を追加する事も可能です。 

 

メニュー「計算(C)」－「自動的に計算(A)」について 

 

 本システムでは「土量移動処理（自動）」「土量移動処理（手動）」のいずれか、またはそれぞ

れを併用する事で移動作業を行います。 

この「自動的に計算(A)」を有効（メニューに・が付いた状態）にする事で、手動での移動作業の

処理を実行するごとに、自動的に移動作業を実行する事が出来ます。 

 

 なお、この条件は条件の変更を行った場合などにも有効となります。 
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プロッタでのマスカーブ出力について 
 

現在、本システムにおいて「マスカーブ」や「移動マスカーブ」をプロッ

タで出力する場合、以下の設定を行う必要がございます。 

 

１．「システム条件」でプロッタを使用可能にする（P.17） 

※この作業は１度行えば、通常変更の必要はありません。 

２．[ｽﾀｰﾄ]ボタンを押して頂き、「設定」－「プリンタ」を選択して 

下さい。 

３．１で設定したプリンタをマウスで選択して頂き、メニューの 

「ファイル」－「ドキュメントの既定値」を選択して下さい。 

４．プロッタでの用紙設定が表示されましたら、土量計算システムで 

出力になりたい用紙のサイズを指定して下さい。 

   この際に、用紙の向きは用紙に対し「横向き」になるように指

定して下さい。 

５．以上の設定を行いましたら、[OK]を押してドキュメントの既定値 

の画面を閉じて下さい。 

６．プリンタの画面も閉じて下さい。 

７．土量計算のメニュー「条件」－「路線条件」を選択して、 

「マスカーブ」または「移動マスカーブ」の設定を表示して下さ

い。 

８．設定の中の「帳票」の計算表様式を、４で指定した用紙のサイズ 

に設定して下さい。 

９．マスカーブ、移動マスカーブを出力して下さい。 

 

プロッタへの出力前に、プレビューでの出力確認を行って下さい。 

 

 

今後、本作業は２～５の部分を中心に改良の予定です。 

 

お手数ですがプロッタでの出力の際は、以上の手順により出力を行って下

さい。 

※プリンタやＤＸＦでの出力の際は、この手順は必要ありません。 
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ご注意 
 

 

１．本書の内容の一部又はすべてを無断で複写・転載することを禁止します。 

２．本書の内容に関して、将来予告なしに変更することがあります。 

３．本書の内容については万全を期しておりますが、万一お気づきの点やご不明な点

などがありましたら、下記までご連絡下さい。 

４．本プログラムの使用に関しましては、機能、条件、計算方法、計算結果などを十

分にチェックの上ご使用下さい。 

５．本プログラムを使用した結果生ずる、いかなる利益又は損失につきましても、前

項にかかわらず弊社は一切の責任を負いかねますのであらかじめご了承下さい。 

６．本プログラムの著作権及び著作者人格権は、すべて、株式会社          

が所有します。貴社は弊社より許諾を受けた使用権に基づいて本プログラムを使

用できます。 

７．記載されている会社名・商品名等は各社の商標又は登録商標です。 

８．本書に掲載の画面は開発中の物につき、製品と一部異なる場合があります。 

 

 

 

 

本 社 〒983-0833 仙台市宮城野区東仙台 3-1-45 

tel. 022-297-2151 fax. 022-297-2177 

郡 山 営 業 所 〒963-8041 郡山市富田町字池ノ上 40-1 

tel. 024-966-0270 fax. 024-966-0271 

盛 岡 営 業 所 〒020-0835 盛岡市津志田 18 地割 19-1 

tel. 019-614-9212 fax. 019-614-9213 

   

   

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.techno-web.co.jp/ 

ﾒｰﾙ techno@techno-web.co.jp 

 

 


